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さつき保育園　桑原年弘／桑原年弘建築設計事務所

　大阪駅から徒歩圏内の都市中心部に立地する保育園新園
舎。旧園舎の老朽化と法人格の改変にともない、旧園舎に
隣接して計画された。
　新園舎の敷地の広さは、旧園で受け入れていた 256 人の
園児たちのためには十分とはいえなかったが、建蔽率、容
積率を最大限に利用し、結果的には 6 階建てのビル型保育
園となった。それも都市型保育園の宿命といえるかもしれ
ないが、我々は単なるオフィスビルのような建物ではなく、
都市中心部であるからこそ、木々に囲まれた、豊かな自然
光や風の通り抜けのある、「森の保育園」たることを目指した。
　中庭を中心とした配置計画として自然光や風を導きいれ、
バルコニーには四季にそれぞれ花の咲く樹を植え、小さな
実ができてはそれを求める小鳥が近づき、あるいは花の香
りの芳しい樹、美しい花の咲く樹、そよ風に揺れる樹、と
階ごとにテーマを設定して、いつの季節にも四季の移り変
わりの変化を感じとることができるよう配慮した。
　ここで育っていく子供たちが多様で豊かな心を育んでい
くことを切に願うばかりである。
撮影：㈱エスエス大阪　第35回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
桑原　年弘
1995 福井大学卒業
1997 京都工芸繊維大学大学院修士課程修了
1998 高野山専修学院修了
1999-2002
 京都工芸繊維大学大学院博士課程
2002-2006 吉村篤一/建築環境研究所
2006 桑原年弘建築設計事務所設立
現 在 桑原年弘建築設計事務所代表
 高野山真言宗 大僧都

■建物データ
建 築 主：社会福祉法人 北区さつき会
設　　計：桑原年弘建築設計事務所
施　　工：鹿島道路㈱ 関西支店
所 在 地：大阪市北区本庄西
用　　途：保育所
竣　　工：2014年3月
構造規模：鉄骨造　地上6階建
敷地面積：511.16㎡
建築面積：306.65㎡
延床面積：1528.87㎡
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　河合哲夫　　　黒川祐樹

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　中間伸和　　　橋本頼幸　　

　　　　　　　　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社
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。
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INFORMATION

頃聞けない悩みを専門医に聞きませんか。講習
会終了後の懇親会にも是非ご参加ください。
日時　2月24日（水）  15：30〜17：30（予定）
会場　（公社）大阪府建築士会会議室
　　　（15：00 高田屋大手前ビル5階集合）
定員　40名（申込先着順）
申込締切　2月12日（金）
　　　　　（但し、定員に達し次第締切）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
懇親会　5,000円
※詳細は参加証にてお知らせします。

建築士の会 北摂
冷間プレス成形角形鋼管（BCPメー
カー）製作工場の見学会
2/26　CPD2単位（予定）

本会地域分科会「建築士の会 北摂」では、日本
のBCP（冷間プレス成形角形鋼管）メーカー4社
の内の1社である株式会社セイケイの堺製造所
での工場見学を行います。工場では、厚板をプレ
スにより曲げ加工して、シーム部（つながる部分）を
溶接して鉄骨工事のコラム柱を製造しています。
日程　2月26日（金）
集合　南海本線「石津川駅」改札口付近
スケジュール　13：10　受付開始
　　　　　　13：20　出発（車にて分乗予定）
　　　　　　13：30〜15：30　見学予定
募集　14名（申込先着順）
参加費　1,000円

第8回建築人賞第一次公開審査会
審査委員長「古谷誠章」早稲田大学教授
2/27

会報誌「建築人」のGalleryに掲載された建築
作品を対象に社会性、芸術性、時代性を考慮し
て、顕彰、公表することにより建築技術の進展、
建築文化の向上に資することを目的として「建
築人賞」を実施しています。

「第8回建築人賞」では、前回に引き続き古谷
誠章審査委員長のご参加のもと、第一次審査
を公開で実施します。
日時　2月27日（土）
　　　13：30〜17：30（開場13：00）
会場　いちょうホール
　　　大阪市中央区本町4-1-13御堂ビル1階
最寄駅　地下鉄本町駅
定員　100名（当日先着順申込不要）
入場料　無料
■第8回建築人賞実施概要
　主催　公益社団法人大阪府建築士会
　審査委員長　古谷誠章
　　　　　　　（建築家・早稲田大学教授）
　審査対象作品

建築人2015年1月号から12月号までの
Galleryに掲載された建築作品40点

　審査方法（2段階審査・予定）
　　第一次審査　公開プレゼンテーション
　　第二次審査　現地確認により選定
　表彰（設計者に対して）
　　建築人賞（賞状と記念盾）
　　建築人奨励賞（賞状）
　　※建築主・施工者には感謝状授与
　受賞発表　建築人2016年7月号誌面（予定）

第60回大阪建築コンクール
応募作品募集
1/15〜29

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通
じて建築作品を評価し、その優れた実績をたた
え、建築作品の設計者である建築士を表彰す
るもので、今回で第60回を迎えます。渡辺節賞
は、新しい建築文化の原動力となる若い優れた
設計者を表彰します。
賞　大阪府知事賞・渡辺節賞
　　両部門共建物の種類・規模は問わない
審査委員
　委員長　竹原義二（無有建築工房、摂南大学

理工学部建築学科教授）
　委員　　越智正一（大阪府住宅まちづくり部
　　　　　　　　　  公共建築室室長）
　　　　　槻橋　修（神戸大学大学院工学

研究科工学部准教授）
　　　　　陶器浩一（滋賀県立大学環境科学部

環境建築デザイン学科教授） 
　　　　　橋寺知子（関西大学環境都市工

学部建築学科准教授）
応募期間　1月15日（金）〜1月29日（金）
応募資格
　大阪府知事賞部門：
　　本会正会員または大阪府在住もしくは在勤の者
　渡辺節賞部門：
　　本会正会員または大阪府在住もしくは在勤の
　　者で完了検査済証発行日に39歳以下の者
応募料　本会正会員　1作品につき20,000円
　　　　本会正会員外  1作品につき40,000円
※詳しくは本会HPをご覧ください。

建築士の会 「北河内・みしま野」共催　
「冬の京都歴史散策」のご案内　
2/6　CPD3単位

琵琶湖疏水とインクラインは、琵琶湖の水をトン
ネルと運河で約9km京都に引く事により飲料・
工業水、物資輸送、水力発電と言う京都の近
代化に必要不可欠なアイテムを一挙に手に入
れる一大事業でした。
今回は疎水と記念館でその実態を見聞し、南
禅寺や白川端及び祇園界隈（新町通り町屋）
を散策し京都の歴史と冬を満喫する企画です。
日時　2月6日（土）
　　　集合13：30〜16：30解散予定
　　　解散後 祇園近辺にて懇親会を予定
集合場所　京都市営地下鉄「蹴上駅」
　　　　　地下改札出口前
募集定員　約30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　（資料代等含む、懇親会費別）

専門医に聞くパートⅢ
〜LOH症候群について〜
2/24 

「いつも疲れた感じがする。やる気がない」それ
は、男性ホルモン低下が原因のかつては男性
更年期障害と呼ばれた、LOH症候群かもしれま
せん。LOH症候群とはどんな病気?何歳ぐらい
から始まるの?リビドー（性欲）は回復するの?日

建築士の会「南河内」
東高野街道歴史散策in古市と
富田林寺内町
〜古市と富田林寺内町の歴史街道を散策しま
しょう〜
3/13　CPD6単位（予定）

東高野街道沿道の古市と富田林寺内町を散
策します。古市では「ベンガラ染」体験、寺内町
では、非公開の「田守邸」の一部と重要文化財

「興正寺別院」を見学します。
日時　3月13日（日）　9：30〜受付開始
　　　10：00出発〜16：00現地解散予定
集合場所　近鉄南大阪線「古市駅」東出口
　　　　　1階広場付近
参加費　3,000円（資料代、保険代、ベンガラ 
　　　　　　　　 染体験料金含む。）
※昼食は各自負担
定員　20名（申込先着順）
行程　10：00古市駅出発⇒白鳥神社⇒西琳

寺⇒蓑の辻の道標⇒ベンガラ染体験
⇒昼食⇒寺内町交流館⇒田守邸⇒興
正寺別院⇒16：00頃現地解散

平成27年度建設リサイクル法説明
会（第2回）
1/25

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する
法律（建設リサイクル法）」のほか、建築物等の
解体等作業に伴うアスベスト関係法令等に関
する説明会を開催します。 　
主催　大阪府内建築行政連絡協議会建設
　　　リサイクル部会（大阪府と建築主事
　　　を置く府内17市で構成）
日時　1月25日（月）　13：30〜16：30
　　　（受付開始13：00）
会場　堺市役所本館3階大会議室
　　　堺市堺区南瓦町3-1
最寄駅　南海電鉄高野線堺東駅
定員　90名
参加費　無料
申込締切　1月18日（月）
　　　　　（但し、定員になり次第締切）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導
　　　室審査指導課開発許可グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線3092）

堺市  近隣センター再生フォーラム
〜泉北ニュータウンにおける生活を支える機能
確保について〜
2/2

商業機能の低下、施設の老朽化が進む近隣セ
ンターについて、住民の生活を支える拠点とし
て、社会状況・環境の変化に合わせた位置づ
け・将来像・取組方向を示す近隣センター再生
プランを策定しました。策定にあたり専門的な見
地からご意見をいただいた委員の方々から、策
定時の想いや経過、今後への期待などについ
て、語っていただきます。
主催　堺市
日時　2月2日（火）　10：00〜12：00
会場　堺市立南図書館3階ホール
　　　堺市南区茶山台1丁7-1
参加費  無料　募集  200名程度（申込先着順）
問合　Tel.072-298-1300
　　　Fax.072-298-1331
　　　E-mail:nisai@city.sakai.lg.jp

「幻燈で見る懐かしい堺の風景、旧
大浜潮湯と湊潮湯など」
1/20

再生された辰野金吾博士の大正期の旧大浜
潮湯、旧龍神遊郭、旧堺紡績煉瓦造建築他を
幻燈で見ます。
主催　明治建築研究会
日時　1月20日（水）　15：00〜
会場　湊潮湯（関西唯一の海水の風呂屋
　　　南海本線湊駅下車徒歩西3分）
　　　ご自由にお越しください。
講師　明治建築研究会代表　柴田正己
問合　Tel.090-4289-1492

建築物の防火・避難対策と建築基
準法、消防法における防災関係規
定講習会（大阪開催）
3/1

日本建築防災協会が、例年、建築物防災週間
協賛行事として開催しています「建築防火・防
災講習会」です。
主催　（一財）日本建築防災協会
日時　3月1日（火）　13：00〜16：45
会場　大阪府建築健保会館6ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　150名　
受講料　7,000円 （テキスト代含）
申込締切　2月23日（火）
　　　　　但し、定員になり次第締切
問合・申込　（一財）日本建築防災協会 
　　　　　  Tel.03-5512-6451 

Administration
行政からのお知らせ

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/



5 2016.01  建築人

INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

ン（住宅診断）のニーズが高まっています。国
土交通省は平成25年6月にガイドラインを策定
し、指針を示しました。
日本建築士会連合会は、長期優良住宅化リ
フォーム推進事業におけるインスペクター講習
団体として国土交通省に登録しております。
本講座修了者は、建築士会インスペクターとし
て登録し、建築士会ホームページに掲載します。
日程　2月23日（火）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）

平成27年度建築士定期講習
2/24、3/24　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
24年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程
　2/24（水）  定員300名 会場コード5C-04
　3/24（木）  定員300名 会場コード5C-54
時間　9：30〜17：30
会場　大阪国際会議場
最寄駅　京阪中之島線中之島駅
申込締切日（申込書必着）
　2/24（水）講習：1/20（水）
　3/24（木）講習：2/26（金）
※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築における板ガラス
〜板ガラスの選定・施工する上での
考慮ポイント〜
3/3　CPD3単位（予定）

建築物における板ガラスの施工のポイントを中
心に、製造から加工、施工の知識、ファサード等
の様々な意匠上の要求に対応するための工法
等を解説いたします。
日時　3月3日（木）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　・建築とガラス
　　　・建築のガラスフィルム
　　　・板ガラスを採用する際の注意点
　　　・ガラスファサードの可能性
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

する登録講習を受講修了する必要があります。）
日程　2月9日（火）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
杭基礎の設計から工事監理におけ
る留意点
2/10　CPD3単位

杭工事の設計・施工及び工事監理について、
建築構造の学識者や施工・監理に携わってい
る技術者を講師にお招きし、杭基礎の設計をは
じめ、設計図書の見方、施工監理のありかた、技
術的トラブルが発生した時の対処方法などにつ
いて分かりやすく解説していただきます。尚、本
講習会は法定講習とは異なり受講は任意です。
日時　2月10日（水）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容
　・杭基礎の設計
　・場所打コンクリート杭の施工と注意点
　・杭工事の施工監理におけるトラブルの
　 対処方法と予防
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　
　・本会会員：4,000円
　・一　　般：7,000円
　・本会主催「監理技術者講習」申込済者：無料

（監理技術者講習の一環の講習としておりま
す。詳細は本会ホームページをご覧ください。）

第1回鑑定業務支援分科会セミナー
建築紛争解決のために建築士がす
ること
2/18　CPD2単位（予定）

大阪府建築士会では建築紛争解決や鑑定に
必要な専門知識をもつ人材の育成に力を注い
でいます。今回、建築士を対象に調停員や審査
会など経験豊富な委員によるセミナーを企画い
たしました。
日時　2月18日（木）　18：00〜20：00
会場　大阪府建築士会会議室
内容　本分科会の設置目的と位置づけ
　　　鑑定・報告書とはなにか？〜基礎編〜
講師　橋本頼幸（本会担当理事）
　　　南勝喜（本会鑑定業務支援分科会委員）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　35名（申込先着順）

長期優良住宅化リフォーム推進事業の講習団体登録
建築士会インスペクター養成講座
2/23　CPD5単位

わが国でも中古住宅の流通の取組みが活発
化しており、中古住宅売買時のインスペクショ

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

受講料全額補助（会員会場受付先着500名）
大阪府住宅省エネルギー設計技術
講習会
1/15、1/26　CPD各6単位

国土交通省は、新省エネ基準を2020年までに
すべての新築住宅に適合を義務付けることを
決定しました。
それに先がけて、省エネルギーの設計技術の習
得をしていただく講習会です。
※建築士会会員は会場受付先着500名の受

講料を本会が全額補助します。
日程　1/15、1/26
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回120名
受講料　会員 本会が補助（会場受付先着500名）
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　　省エネ講習会　検索

※開催エリア「大阪」の設計者講習会
の中から選択して下さい。

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/19　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ
て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺建
築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診断
法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮し
た合理的な補強計画やダンパーを用いた最新
技術による制振補強も可能となります。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　1月19日（火）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

監理技術者講習
（管理技術者以外の方も受講可能）
1/22、2/16、3/18、4/12、5/11  CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術者
の方も受講が可能です。日頃の業務に役立ち
ますので、ぜひ受講下さい。
日程　1/22（金）、2/16（火）、3/18（金）、
　　　4/12（火）、5/11（水）
時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
詳細・申込　日本建築士会連合会ホームペー
　　　　　  ジをご確認ください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村の
木造住宅耐震診断等の補助を受けることができ
る技術者として名簿に掲載します。（本講習は、
国土交通大臣登録講習ではありません。耐震改
修促進法により耐震診断が義務付けられた建
築物の耐震診断は、日本建築防災協会が実施

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 11/26 大阪市耐震機構理事会
  河内長野市都市づくり部長面談
 11/30 九州ブロック会長会議
12/ 1～3 第 18 回連合会日中韓定例会議
12/ 9 八尾市長面談
 12/11 羽曳野市長面談
 12/12 近畿建築士会女性部会懇話会
 12/14 建築関係団体合同忘年懇親会
 12/18 大阪狭山市副市長面談
 12/21 河南町長面談
  富田林市副市長面談
  太子町長面談
  千早赤阪村長面談

28 年度の本会役員である理事及び監事
を選出するため、来年度留任予定の理事
から構成する「理事及び監事候補者選考
委員会」を例年通り設置しました。
理事には、常設委員会及び分科会をご担
当していただくことから、委員会活動及

び本会の発展に尽力していただける相応
しい人材が求められます
委員会では、会長及び常設委員会から推
薦いただいた方を対象に役員候補者を絞
り込み、2 月理事会の承認を経て、総会
で新任役員を選任します。
本会では建築士のスキルアップ等の支援
事業をはじめ、府内の市町村と連携した
地域の地元建築士による耐震促進、ヘリ
テージ、インスペクション等の公益目的
事業を通じ、地域社会への貢献活動を強
化・拡大に取組んでおり、新理事にはこ
れら本会諸活動のリーダー役として期待
されます。

平成 27 年の建築士試験最終合格者の発
表が 12 月 3 日及び 17 日にありました。

一級の全国の合格率は 40.5%で、その内
男性は 77.4%、女性は 22.6%でした。
また、学科と製図をストレートに合格さ
れたのは 34.3%です。
10 年前の平成 17 年は、受験者数 18,322
名、合格者数 5,548 名、合格率 30.3%であ
り、合格率は 10 年前から 10% 上昇して
いるものの、受験者数は半減しています。
ちなみに二級の合格者の内、男性は
65.3%、 女 性は 34.7%、 木 造の男 性は
79.6%、女性は 20.4%でした。

平成 28 年 1 月 12 日に香港工業總会と日

本建築材料協会の 3 者間で相互訪問視察
や建築情報交換などを主要目的とした覚
書を締結する予定です。
香港工業總会は、香港の産業、貿易・技
術進歩等の促進や、事業者を代表して
政府への政策助言等を行うことなどを
目的として 1960 年に設立され、会員数
30,000 社を有し、そのうち建築関係会社
は 3,000 社に及ぶ団体です。
本会では、昭和 61 年から交流が続いて
いる釜山広域市建築士会との実績を踏ま
え、今回新たに香港工業總会と建築技術
や情報交流を行ない、本会の将来を見据
えた国際的な視野の拡大と、特に若年層
の建築士のための海外における活躍の場
の橋渡しとなるべく国際交流を展開して
行きます。

本会インスペクション部会では、貝塚市
からの要請により、特定空家を認定する
ための現地調査を 11 月 27 日に実施しま
した。
これは、全国で約 820 万戸とされている
空家対策として、平成 27 年 5 月 26 日に
関連規定が全面施行された「空家対策特
別措置法」に基づき、倒壊の恐れや衛生
上等の問題を有する空家である「特定空
家」を市町村が認定することにより、撤
去や修繕を勧告・命令でき、固定資産税
優遇の除外や 50 万円以下の過料の罰則、
強制撤去も可能となるものです。
調査は、2 戸 1の木造長屋建住宅と木造
戸建住宅それぞれ 1 棟、合計 3 戸の倒壊
の危険性のある空家について、本会主催
の「建築士会インスペクター養成講座」
を修了し登録され建築士会インスペク
ターが行いました。
府内の市町村では、法律にもとづき「空
家等対策計画」を定める準備段階にあり、
今回、法律が適用されると府内では先進
的な事例となります。
本会では今後も空家対策について、地元
市町村在住の建築士会インスペクターの
協力を得て、行政に対する支援を拡大し
て行きます。

動静レポート

香港工業總会・日本建築材料協会と
の覚書調印

運営委員会

貝塚市で特定空家の調査を実施

社会貢献委員会

平成 27 年建築士試験最終合格者の
発表

運営委員会

会長動静

田中八尾市長

高林大阪狭山副市長

浅野太子町長

左
武田河南町長
右
岡本会長

北川羽曳野市長

竹綱富田林副市長

松本千早赤阪村長

平成 28 年度理事及び監事候補者の
選考

運営委員会

試験
区分 地域

平成 27 年設計製図の試験

実受験者
数（名）

合格者
数（名）

合格
率％

一級 全国 9,308 3,774 40.5

大阪 761 317 41.7

二級 全国 9,456 5,103 54.0

大阪 710 385 54.2

木造 全国 301 152 50.5

大阪 39 19 48.7
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変便利で、カード免許証明書へ変更され
る方が増えています。

●平成26年度の申請等の実績　 　（件）

申請件数は 5 年前と比較して、合格者の
減少に伴い新規登録は一級が若干減少、
二級はほぼ半減しています。
一級の携帯型免許証明書への変更件数
は、前年度より倍近く増加しています。
建築士名簿の閲覧は、免許証偽造が発覚
する等の問題が発生した時に増加する傾
向にあります。
各種申請手続きの詳細につきましては、
本会ホームページをご覧ください。
不明な点や質問等は、本会事務局までお
気軽にお問い合わせください。

本会の受付対象は次の建築士の方です。
・一級…………現住所が大阪府内の方
・二級・木造…大阪府で建築士試験を合
　　　　　　　格された方

●建築士名簿の閲覧
本会では建築士名簿の閲覧を下記の項目
について行っており、一般消費者の方が、
業務を依頼する際の資格確認のために利
用するケースが増えています

【閲覧項目】

氏名、生年月日、合格日、合格番号、
登録日、登録番号、定期講習履歴、
管理建築士の取得、処分履歴

●携帯型免許証明書への変更
平成 27 年 6 月 25 日に施行された建築士
法の改正において、建築士は委託者から
求めがあった際に、また、管理建築士等
は、契約前に重要事項の説明をする際に
建築主の求めに対し、建築士免許証を提
示することが義務付けられました。
免許証の提示を求められた場合、運転免
許サイズの携帯型カード免許証明書は大

東南海地震等、応急危険度判定士は、日
頃からいつ来るか分からない地震に対し
て備えておかなければなりません。
現在、大阪府建築士会会員判定士数は
747 名で、今年の 8 月に全国的な防災訓
練があり、仮想ではありますが地震が発
生したとされる「秋田」に会員 247 名が
参集出来るとの回答を得ています。
研修会の第 1 部で、兵庫県立大学防災教
育研究センター長の室㟢益輝先生によ

大阪建築登録センターは、大阪府の指定
登録機関として、本会の建築士の登録に
関する業務と、大阪府建築士事務所協会
の建築士事務所登録に関する業務を谷町
4 丁目駅の高田屋大手前ビルの 5 階に「大
阪建築登録センター」として 1ヶ所にま
とめ、利用者の利便性を図っています。
本会では、建築士の登録に関して次の業
務を行なっています。

●建築士の免許登録に関する業務

・新規登録
・氏名の変更（登録事項変更）
・住所・勤務先の変更
・死亡等の届出
・免許の紛失（再交付申請）
・携帯型免許証明書への変更
・登録証明書の発行（二級・木造）

建築士法では氏名、住所、勤務先等の変
更は 30 日以内に届け出ることとなって
います。事務所登録や確認申請の際に建
築士の登録内容のチェックが行われる事
が増えておりますので、ご注意下さい。

Topics

る最新の防災技術情報「減災の考え方と
危機管理と危険度判定」の紹介がありま
した。
その中の「自分の地域を自分達で判定す
るには、普段から耐震に関して予防医学
に努める必要がある」という発言は建築
士会が日頃、耐震診断をして耐震改修を
推し進めながら応急危険度判定も行う街
の「ホームドクター」的存在と一致して
おり非常に興味深いお話と思いました。
また、大阪府の方による具体的行動指針

「判定士参集マニュアル」の説明を聞い
て、私にとって判定士になって初めての
講習で、日頃の備えや心の準備の必要性
を強く痛感し大変有意義な講習会となり
ました。

第 2 部の交流会においては、大規模災害
時の円滑な活動に備え、判定士どうしの
交流と絆を深めました。
その冒頭に本会小嶋和平監事から「枚方
市と大阪府建築士会とは、地震初期に市
民の避難所に対する応急危険度判定士派
遣に関して協定を結ぶべく協議が始まっ
た」との報告がありました。
これは建築士会が応急危険度判定にお
いて地元行政と直接に支援協定を締結
し、これを契機に「ヘリテージ」や「イ
ンスペクション」といった他の活動へも
つなげ、北河内地域はもとより他の市町
村との連携の「第 1 歩」として大いに期
待が持てる画期的なシステム創りとな
ります。室㟢益輝氏

被災地に臨む応急危険度判定士のための技術研修会に参加して
日程：平成 27 年 11 月 29 日（日）　　会場：大阪府建築健保会館 6 階ホール　　参加者：36 名

熊田将男（理事）

大阪建築登録センター（建築士登録部門）のご案内

一級 二級 木造
新規登録 334 396 19
再 交 付 55 55 2
事項変更 49 92 0
携帯変更 165 22 0
住所変更 354 238 0
名簿閲覧 115 28 0

※一級は構造・設備一級を含む



2016.01  建築人 8

﹁
台
所
を
考
え
る
店
﹂と
し
て
、高
級
シ
ス
テ
ム
キ
ッ

チ
ン
メ
ー
カ
ー
と
し
て
歩
み
始
め
る
。ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン・テ

イ
ス
ト
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、日
本
の
気
候
や
食

生
活
に
適
し
た
キ
ッ
チ
ン
を
造
る
た
め
、群
馬
県
藤
岡

市
に
日
本
最
大
級
の
自
社
工
場
を
立
ち
上
げ
た
の
は

一
九
八
四
年
の
事
で
、以
来
約
六
〇
、〇
〇
〇
セ
ッ
ト

に
及
ぶ
最
高
級
価
格
帯
の
キ
ッ
チ
ン
を
納
め
て
き
た

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
は
、二
十
年
、三
十
年
と
い
う
永
い
年

月
を
経
て
も
変
わ
る
こ
と
の
無
い
品
質
に
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。近
年
、シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
訪
れ
る
若
い
顧

客
の
中
に﹁
実
家
が
キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
か
ら
、自
分

達
が
新
し
く
造
る
家
の
キ
ッ
チ
ン
も
是
非
﹂と
い
う
人

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
、そ
こ
か
ら
も
、長
い
年
月
を

経
て
も
色
褪
せ
な
い
キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
の
価
値
と
い
う

も
の
が
見
て
と
れ
る
。ま
た
、現
在
は
、キ
ッ
チ
ン
か
ら

広
が
る
ダ
イ
ニ
ン
グ・
リ
ビ
ン
グ
空
間
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
、シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
も
ト
ー

タ
ル
な
提
案
が
さ
れ
て
い
る
と
共
に
寝
室
や
洗
面
化

粧
台
な
ど
に
ま
で
、そ
の
世
界
観
は
広
が
っ
て
い
る
。

キ
ッ
チ
ン
を
単
な
る
機
能
と
し
て
で
は
な
く
、生
活
ス

タ
イ
ル
の
表
現
と
考
え
る
と
、こ
れ
は
自
然
な
流
れ
だ

と
も
感
じ
ら
れ﹁
台
所
を
考
え
る
店
﹂と
し
て
始
ま
っ

た
キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
は
、い
ま﹁
真
に
豊
か
な
生
活
を
考

え
る
店
﹂に
と
変
革
し
て
い
っ
て
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

ベ
ス
ト・オ
ブ・ベ
ス
ト
を
目
指
し
て

　
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
入
っ
て
、様
々
な
最
先
端
デ
ザ
イ
ン

の
キ
ッ
チ
ン
空
間
に
実
際
に
触
れ
、イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
た
あ
と
は
、い
よ
い
よ
プ
ラ
ン
創
り
に
取
り
掛
か

る
。一般
的
に
キ
ッ
チ
ン
の
形
、ス
タ
イ
ル
に
は
、Ⅰ
字
型
、

Ⅱ
字
型
、Ｌ
字
型
、Ｕ
字
型
、ア
イ
ラ
ン
ド
型
な
ど
幾

つ
か
の
定
番
的
な
型
が
あ
る
が
、キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
で
は

　

キ
ッ
チ
ン
に
何
を
望
む
だ
ろ
う
、ど
ん
な
キ
ッ
チ
ン

を
夢
見
る
だ
ろ
う
か
。キ
ッ
チ
ン
は
家
族
み
ん
な
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
る
、そ
う
思
え
ば
、キ
ッ
チ
ン
を
考

え
る
こ
と
は
生
活
そ
の
も
の
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
と
も
感
じ
ら
れ
、真
に
豊
か
な
生
活
の
実
現

の
た
め
に
は
、キ
ッ
チ
ン
を
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
の
だ
と
、今
回
、キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

を
取
材
に
訪
れ
思
っ
た
。キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
は
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
キ
ッ

チ
ン
創
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
メ
ー

カ
ー
だ
。シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
訪
れ
て
ま
ず
目
に
入
る
の
は

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
が
提
案
す
る
二
〇
種
類
に
も
及
ぶ
最

先
端
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
が
再
現
さ
れ
た
キ
ッ
チ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
、そ
こ
に
身
を
お
く
だ
け
で
何
か
ワ
ク
ワ
ク
と

し
た
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。そ
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
は
、キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

﹁
Ｇ
Ｄ
Ｃ
﹂が
綿
密
に
練
り
あ
げ
た
選
り
す
ぐ
り
の

デ
ザ
イ
ン
で
、ど
れ
も
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
の
無
い

よ
う
な
、新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
で
、こ
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
だ
け
で
、理
想
の
キ
ッ

チ
ン
へ
の
期
待
は
弥
が
上
に
も
高
ま
っ
て
い
く
。

「
台
所
を
考
え
る
店
」か
ら

　

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
の
前
身
は
一
九
七
五
年
に
遡
る
。

敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
り
形
振
り
構
わ
ず
、た
だ
が
む

し
ゃ
ら
に
進
ん
で
来
た
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、

本
当
の
豊
か
さ
を
模
索
し
始
め
た
社
会
と
リ
ン
ク
す

る
よ
う
に
、ド
イ
ツ
製
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
や
プ
ロ
仕

様
の
キ
ッ
チ
ン
用
品
の
輸
入
販
売
か
ら
そ
の
歴
史
は

始
ま
る
。そ
の
後
、キ
ッ
チ
ン
の
製
造・販
売・設
置
を

ト
ー
タ
ル
で
行
う
シ
ス
テ
ム
を
日
本
国
内
で
初
め
て

始
動
さ
せ
、単
に
キ
ッ
チ
ン
機
材
を
売
る
店
で
は
な
く

オ
ン
リ
ー・ワ
ン
の
キ
ッ
チ
ン
を
目
指
し
て

文　

渕
側　

晋

匠
の
巧  

■  

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス

 

︿
株
式
会
社
T
J
M
デ
ザ
イ
ン
﹀



9 2016.01  建築人

理
想
の
キ
ッ
チ
ン
創
り
の
旅
の
果
て
に

　

デ
ザ
イ
ン
と
は
、さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
与
条
件
を
拾

い
出
し
整
理
す
る
こ
と
で
、新
し
い
価
値
を
生
み
出
し

て
ゆ
く
営
み
な
の
だ
と
す
れ
ば
、こ
の
キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス

の
取
り
組
み
そ
の
も
の
が
、す
ぐ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
生

み
出
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、こ
う
し
た
無
限
の
可
能
性
の
中
か
ら
使
う
人
に

と
っ
て
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
キ
ッ
チ
ン
を
探
し
出
し
て
ゆ

く
の
は
、あ
る
意
味
で
は
そ
の
人
に
と
っ
て
の
自
分
探

し
旅
な
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
る
。シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

様
々
な
可
能
性
に
出
会
い
実
際
に
体
験
す
る
中
で
、

今
ま
で
自
分
で
も
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
に
気
付
き
、

新
し
い
自
分
に
出
会
う
。自
分
に
と
っ
て
の
ベ
ス
ト
オ

ブ
ベ
ス
ト
な
キ
ッ
チ
ン
と
は
そ
の
結
果
な
の
で
は
無
い

か
と
も
感
じ
た
。

十
五
種
類
に
も
及
ぶ
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
用
意

し
そ
れ
を
元
に
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
与
条
件
に

即
し
た
、使
う
人
に
最
も
適
し
た
、無
駄
の
無
い
動
線

を
探
り
つ
つ
、同
時
に
部
屋
の
ど
の
場
所
か
ら
見
て
も

美
し
い
よ
う
に
と
ユ
ニッ
ト
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
ゆ
く
。

こ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
は
じ
ま
り
、キ
ッ
チ
ン
内
部
の
納

ま
り
を
詰
め
て
ゆ
く
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
わ

け
だ
が
、こ
こ
で
も
シ
ン
ク
の
位
置
や
調
理
台
の
位
置

も
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
出
来
る
と
共
に
、多
く
の
国

内
外
の
機
器
の
ビ
ル
ト
イ
ン
に
も
対
応
し
て
お
り
、可

能
性
は
無
限
に
広
が
っ
て
ゆ
く
。一
例
を
あ
げ
る
と
、

収
納
扉
、抽
斗
の
開
閉
に
つ
い
て
も
様
々
な
選
択
肢

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。扉
の
開
閉
金
物
は
欧
州
メ
ー

カ
ー
を
メ
イ
ン
に
国
内
一
流
メ
ー
カ
ー
の
物
を
使
用
し

て
い
る
の
だ
が
、開
き
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
、単
に
扉
が

開
く
だ
け
で
は
無
く
、開
い
た
扉
が
収
納
で
き
る
も

の
、自
慢
の
こ
だ
わ
り
の
扉
意
匠
面
を
見
せ
た
ま
ま

開
き
、そ
の
状
態
で
見
せ
る
収
納
と
し
て
使
え
る
も

の
な
ど
様
々
で
、求
め
る
機
能
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
が

出
来
る
。抽
斗
も
、手
動
や
、電
動
で
の
プ
ッ
シ
ュ
式
な

ど
ま
で
あ
っ
て
、使
う
場
所
に
よ
っ
て
様
々
に
使
い
分

け
る
こ
と
も
可
能
だ
。更
に
、Ｌ
型
下
台
の
コ
ー
ナ
ー

デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
、ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で
内
部
の

棚
が
全
て
ス
ラ
イ
ド
し
て
引
き
出
せ
る
も
の
な
ど
そ

の
組
み
合
わ
せ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
さ
に
無
限
と
も

い
え
る
。

意
匠
の
こ
だ
わ
り
を
支
え
る
陰
で
の
こ
だ
わ
り

　

ま
た
、表
層
の
仕
上
げ
も
、樹
種
の
特
色
を
活
か

し
た
突
板
の
染
色
仕
上
げ
か
ら
、単
色
や
ラ
メ
入
り

な
ど
の
様
々
な
塗
装
仕
上
げ
、高
圧
メ
ラ
ミ
ン
化
粧

板
仕
上
げ
、セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ
ル
貼
り
仕
上
げ
、框
扉

の
意
匠
仕
上
げ
な
ど
、様
々
な
も
の
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。こ
れ
ら
仕
上
げ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
そ
れ
程
珍

し
い
も
の
で
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
、し
か
し
、キ
ッ
チ
ン

ハ
ウ
ス
で
は
そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
徹
底
的
に
こ
だ

わ
り
ぬ
い
て
い
る
。例
え
ば
突
板
。キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
で

は
、一
般
的
な
０
．２㎜
の
突
板
で
は
な
く
、よ
り
本
物

の
無
垢
材
の
質
感
、量
感
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
０
．

９㎜
か
ら
１
．０㎜
の
突
板
を
採
用
し
て
い
る
。ま
た
木

肌
感
を
残
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ッ
ト
と
呼
ぶ
最
新
の
艶
消

し
塗
装
を
施
し
、ま
る
で
オ
イ
ル
フ
ィ
ニッ
シ
ュ
し
た
か
の

よ
う
な
、気
品
の
あ
る
風
合
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、木
材
を
ス
モ
ー
ク
し
た
よ
う
に
仕
上
げ
る
、

ヒ
ュ
ー
ム
ド
加
工
。節
や
割
れ
ま
で
も
デ
ザ
イ
ン
に
取

り
込
む
、ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
加
工
。豊
潤
な
土
壌
と
雨
、

風
に
よ
っ
て
マ
ー
ブ
ル
模
様
を
育
む
、ト
リ
ュ
フ
加
工
な

ど
、そ
こ
に
新
た
な
息
吹
を
加
え
、よ
り
輝
き
を
放
つ

た
め
の
様
々
な
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
い
る
。こ
れ
ら

原
材
料
を
、直
接
、海
外
の
突
板
メ
ー
カ
ー
に
自
ら
足

を
運
び
、厳
選
す
る
キ
ッ
チ
ン
メ
ー
カ
ー
は
、日
本
で
は

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
だ
け
で
あ
り
、世
界
的
に
見
て
も
稀

な
存
在
と
の
こ
と
。し
か
も
、そ
れ
ら
突
板
を
自
社
の

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
加
工
す
る
徹
底
ぶ
り
に
キ
ッ
チ
ン
ハ

ウ
ス
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。ま
た
、キ
ッ
チ

ン
ハ
ウ
ス
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
メ
ラ
ミ
ン
化
粧
板
も

国
内
の
キ
ッ
チ
ン
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
唯
一、欧
州
産
高

圧
メ
ラ
ミ
ン
化
粧
板
の
エ
バ
ル
ト
を
採
用
し
て
い
る
。

意
匠
性
の
高
い
メ
ラ
ミ
ン
化
粧
板
は
熱
や
欠
け
に
は

弱
い
印
象
が
あ
る
が
、エ
バル
ト
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。性

能
試
験
に
お
い
て
二
三
〇
度
の
鍋
を
天
板
の
上
に

二
〇
分
間
置
い
て
も
、熱
膨
れ
や
剥
離
な
ど
の
大

き
な
損
傷
は
無
く
、耐
磨
耗
性
も
ス
テ
ン
レ
ス
と
同

等
、人
工
大
理
石
の
七
倍
の
強
度
を
持
つ
と
共
に

調
味
料
な
ど
の
汚
れ
の
浸
透
に
対
し
て
も
極
め
て

強
い
性
能
を
示
す
。小
口
の
耐
衝
撃
強
度
も
ス
テ

ン
レ
ス
や
人
工
大
理
石
に
欠
け
や
へ
こ
み
が
見
ら
れ

た
条
件
下
で
も
、エ
バル
ト
で
は
欠
け
も
へ
こ
み
も
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
部
の
衝
撃
強
度

を
高
め
て
い
る
の
が
、木
口
材
を
三
重
貼
り
に
す

る
構
造
で
、こ
れ
に
よ
っ
て
衝
撃
に
強
い
ワ
ー
ク
ト
ッ

プ
を
実
現
し
て
い
る
と
同
時
に
、天
板
を
二
四
時

間
水
の
中
に
浸
し
て
も
浸
水
は
確
認
さ
れ
な
い
耐

水
性
も
得
た
。し
か
し
硬
い
ワ
ー
ク
ト
ッ
プ
で
あ
れ

ば
、ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
の
繊
細
な
ガ
ラ
ス
製
品
を

置
く
と
、う
っ
か
り
す
る
と
割
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
い

う
事
も
あ
り
そ
う
だ
が
、こ
こ
に
も
工
夫
が
あ
る
。

ワ
ー
ク
ト
ッ
プ
の
心
材
と
な
る
コ
ア
材
は
内
部
の

密
度
を
落
と
す
事
で
衝
撃
を
吸
収
し
、繊
細
な
グ

ラ
ス
を
置
く
際
に
も
割
れ
に
く
く
し
て
く
れ
て
い

る
。ま
た
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ユ
ニッ
ト

も
普
通
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
見
え
な
い
と
こ
ろ

は
省
き
が
ち
だ
が
、キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
き
っ
ち
り
と
ボ
ッ
ク
ス
構
造
で
作
る
。し
か
も

コ
ー
ナ
ー
な
ど
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト・

イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン︵
形
成
︶工
程
と
呼
ば
れ
る
高
熱

の
樹
脂
を
全
方
向
か
ら
注
入
し
て
そ
の
後
プ
レ
ス

し
固
定
す
る
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
精
度・強
度・

耐
久
性
を
最
高
水
準
に
ま
で
高
め
て
い
る
。日
本

で
こ
れ
を
行
う
の
は
唯
一
キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
だ
け
で
あ

る
。こ
の
様
に
意
匠
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
に

目
が
い
き
が
ち
な
キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
あ
る
が
、そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
表
面
に
は
現
れ
て

こ
な
い
部
分
で
の
様
々
な
工
夫
で
あ
る
事
、そ
れ
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、何
時
ま
で
も
色
褪
せ
る
事
無
く

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
寄
添
っ
て
い
け
る
の
だ
と
感

じ
た
。
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
二
〇
一
六
年

は
、
前
川
國
男
︵
一
九
〇
五
～
八
六
年
︶
の
没
後

三
〇
年
の
節
目
の
年
と
な
る
。
そ
ん
な
中
、
昨
年

は
二
度
、
前
川
の
代
表
作
で
あ
る
東
京
文
化
会
館

の
見
学
会
の
案
内
役
を
務
め
る
機
会
が
あ
っ
た
。

訪
れ
て
み
て
、
こ
の
建
物
ほ
ど
多
く
の
人
々
に
愛

さ
れ
、
現
役
の
劇
場
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
き

た
も
の
は
な
い
と
の
思
い
を
改
め
て
強
く
し
た
。

そ
の
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
な
意
味
と
価
値
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
一
年
に
開
館
五
〇
周
年
を
記
念

し
て
発
行
さ
れ
た
記
念
誌
に
寄
稿
さ
れ
た
、
音
楽

評
論
家
の
吉
田
秀
和︵
一
九
一
三
～
二
〇
一
二
年
︶

の
巻
頭
言
の
書
き
出
し
が
明
快
に
伝
え
て
い
る
。

　
﹁
上
野
の
東
京
文
化
会
館
が
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
る
と
い
う
。
ア
ッ
と
い
う
間
の
出
来
事
の
よ

う
な
気
も
す
る
が
、
実
は
こ
れ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

音
楽
界
に
と
っ
て
大
変
に
意
義
深
い
歳
月
だ
っ

た
。
五
十
年
前
の
日
本
で
は
全
国
隈
な
く
探
し
て

も
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
何
台
あ
っ
た
ろ
う
？
ち
ゃ
ん
と
し
た
條
件

を
具
え
た
演
奏
会
場
は
東
京
の
ど
こ
に
あ
っ
た

か
？
日
比
谷
公
会
堂
も
も
と
は
と
い
え
ば
演
説
会

の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
の
だ
。

　

東
京
文
化
会
館
は
そ
ん
な
状
況
の
中
で
あ
る
日

忽
然
と
し
て
出
現
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
千

人
、
二
千
人
の
聴
衆
を
収
容
で
き
る
大
ホ
ー
ル
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
前
川
國
男
と
い
う
大
建
築
家

の
設
計
に
な
る
、
晴
れ
晴
れ
と
鳴
り
響
く
音
楽
の

城
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
建
造
物
と
し
て
で
あ

る
。
ホ
ー
ル
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
ロ
ビ
ー
だ
っ

て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
余
裕
の
あ
る
空
間
と
し
て
造

型
さ
れ
、
全
体
と
し
て
祝
祭
的
な
品
格
を
そ
な
え

て
い
て
、
交
響
管
弦
楽
か
ら
室
内
楽
に
及
ぶ
音
楽

の
演
奏
会
場
と
し
て
世
界
の
ど
ん
な
施
設
と
比
べ

て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
大
建
築
物
で
あ
る
。

　

そ
の
誕
生
か
ら
五
十
年
の
間
に
、
私
た
ち
は
こ

こ
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
音
楽
に
出
会
い
、
と

て
も
簡
単
に
言
い
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
さ
ま
ざ
ま

の
美
し
い
時
を
過
ご
し
た
。
私
個
人
と
し
て
い
え

ば
、
こ
こ
で
過
ご
し
た
時
間
は
生
涯
で
一
番
充
実

し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。﹂

︵﹃
響
き
あ
う
感
動
五
〇
年　

音
楽
の
殿
堂　

東
京

文
化
会
館
も
の
が
た
り
﹄東
京
新
聞
二
〇
一
一
年
︶

　

私
事
な
が
ら
、こ
の
建
物
に
は
思
い
出
が
あ
る
。

一
九
八
一
年
九
月
、
日
本
初
公
演
と
な
っ
た
ミ
ラ

ノ
・
ス
カ
ラ
座
の
演
奏
会
で
、
最
晩
年
の
前
川
と

共
に
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
バ
ド
指
揮
の
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
の
レ
ク
イ
エ
ム
を
大
ホ
ー
ル
で
鑑
賞
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。大
の
オ
ペ
ラ
好
き
だ
っ
た
前
川
は
、

美
代
夫
人
と
楽
し
む
こ
と
を
願
い
、
す
べ
て
の
演

目
の
Ｓ
席
を
ペ
ア
で
入
手
し
て
い
た
。
だ
が
、
重

い
病
を
患
っ
て
い
た
夫
人
の
同
席
は
叶
わ
ず
、
代

り
に
若
手
所
員
が
交
替
で
お
伴
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
開
演
前
に
二
階
の
精
養
軒
で
、
好

物
だ
と
い
う
早
矢
仕
ラ
イ
ス
を
ご
馳
走
に
な
る
。

食
後
に
、
前
川
は
、
大
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
に
立

ち
、
そ
の
外
に
広
が
る
テ
ラ
ス
を
眺
め
な
が
ら
、

ふ
と
、﹁
こ
の
テ
ラ
ス
は
幕
間
に
休
む
場
所
と
し

て
設
け
た
の
に
管
理
上
の
制
約
か
ら
使
わ
れ
て
い

な
い
。
残
念
だ
ね
。﹂
と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

当
時
は
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
深
く
考
え
た
こ

と
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
生
前
に
テ
ラ
ス
が
開
放

さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
竣
工
時
の

前
川
の
文
章
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　
﹁
二
つ
の
ホ
ー
ル
を
だ
き
か
か
え
る
よ
う
に
、

大
き
な
軒
の
カ
ー
ブ
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
屋
根

が
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
軒
の
高
さ

は
向
か
い
の
西
洋
美
術
館
の
軒
の
高
さ
と
そ
ろ
え

て
、
そ
の
間
の
広
場
に
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
ふ
ん

い
き
を
意
図
し
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
の
つ
い
た
大
き

な
軒
は
、
人
を
招
き
寄
せ
る
よ
う
な
気
持
ち
を
も

た
せ
た
か
っ
た
た
め
で
す
。
大
小
ホ
ー
ル
を
め
ぐ

る
広
大
な
フ
ォ
ア
イ
エ
︵
遊
歩
場
︶
は
、
芸
術
を

楽
し
む
精
神
状
態
を
準
備
し
て
く
れ
る
大
切
な
場

所
、
こ
こ
は
あ
く
ま
で
戸
外
と
し
て
計
画
し
ま
し

た
。
天
井
に
不
規
則
に
ば
ら
ま
い
た
電
灯
は
﹁
天

の
川
﹂、
床
の
タ
イ
ル
は
吹
き
散
ら
さ
れ
た
木
の

葉
、
ホ
ー
ル
の
イ
ス
の
色
変
わ
り
は
お
花
畑
、
一

つ
の
テ
ラ
ス
は
西
洋
美
術
館
に
、
一
つ
の
テ
ラ
ス

は
芸
術
院
会
館
に
、
そ
し
て
こ
の
三
つ
の
建
物
が

上
野
の
一
か
く
に
、
都
民
の
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し

て
育
つ
か
育
た
な
い
か
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

期
待
す
る
次
第
で
す
。﹂

︵
前
川
國
男
﹁
東
京
文
化
会
館
を
つ
く
る
﹂﹃
朝
日

ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
一
九
六
一
年
五
月
十
四
日
号
︶

　

他
の
座
談
会︵﹃
う
え
の
﹄一
九
六
一
年
四
月
号
︶

で
も
、
前
川
は
、
大
庇
の
軒
先
に
大
き
な
カ
ー
ブ

を
つ
け
た
理
由
と
し
て
、﹁
日
本
の
昔
か
ら
の
伝

統
的
な
大
屋
根
が
持
っ
て
い
る
、
お
お
い
か
ぶ
さ

る
よ
う
な
抱
き
こ
む
よ
う
な
感
じ
を
出
し
た
い
と

思
っ
て
や
っ
た
﹂
と
述
べ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
前
川
の
言
葉
を
知
る
と
、
当
時
の
前

川
の
気
持
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く
る
。
本
郷
に

育
ち
、東
京
帝
国
大
学
に
学
ん
だ
前
川
に
と
っ
て
、

上
野
公
園
は
小
さ
い
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所

だ
っ
た
。
戦
後
の
荒
廃
し
た
姿
も
目
撃
し
て
い
る
。

計
画
段
階
で
は
新
宿
御
苑
を
建
設
候
補
地
に
推
し

た
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
良
好
な
環
境
で
は
な

か
っ
た
上
野
公
園
を
前
に
、
前
川
は
次
の
よ
う
に

考
え
た
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
建
物
が
周

囲
の
環
境
か
ら
閉
じ
る
の
で
は
な
く
、
連
歌
の
よ

う
に
、
建
設
中
だ
っ
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
国

立
西
洋
美
術
館
︵
一
九
五
九
年
︶
や
背
後
に
完
成

し
た
吉
田
五
十
八
の
日
本
芸
術
院
会
館
︵
一
九
五

八
年
︶
と
有
機
的
関
係
を
結
び
つ
つ
、
広
場
を
媒

体
と
す
る
良
好
な
周
辺
環
境
が
育
ま
れ
る
こ
と
を

意
図
し
た
の
だ
。
そ
し
て
、
ロ
ビ
ー
や
ホ
ワ
イ
エ

は
、
上
野
の
杜
の
延
長
の
よ
う
な
開
か
れ
た
公
共

空
間
と
な
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
緑
に
包

ま
れ
た
そ
の
環
境
が
前
川
の
望
ん
だ
よ
う
な
良
質

な
も
の
と
し
て
続
く
こ
と
を
痛
切
に
祈
り
た
い
。

出演者の寄書きで埋まる大ホールの舞台袖

緑に包まれた強い存在感の大庇

東京文化会館　1961 年
環境造形としての建築

記憶の建築
松隈　洋
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Gallery 建築作品紹介

建 築 主：スタジアム
　　　　　建設募金団体
建物所有者：吹田市
所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：観覧場
竣　　工：2015.09
構造規模：RC造、PC造、
　　　　　S造  地上6階
敷地面積：90,065.33㎡
建築面積：24,695.51㎡
延床面積：63,908.71㎡
写　　真：竹中工務店

市立吹田サッカースタジアム 設計・施工：竹中工務店
コンストラクションマネジメント：安井建築設計事務所

J リーグ・ガンバ大阪の新本拠地となる国際基準のサッカー専用競技場。
「寄付金でつくる日本初のスタジアム」として建設され、ピッチまで最短
7m の劇場型観客席により、欧州水準の観戦環境を実現した。4 万席を
覆う屋根には、たて・よこ・ななめの架構「3Dトラス」と屋根免震構造
を採用し、約 40% の鉄骨軽量化に成功している。芝育成のため、南側
をガラスで構成した低い屋根で日照確保し、観客席下の全方位に通風口
を設けた。オール LED のグラウンド照明、0.5MW の太陽光発電など環
境技術を備え、建物のコンパクト化とメンテナンスレスの材料を追求す
ることで、持続可能なスタジアムを目指している。大平滋彦・浜谷朋之
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Gallery 建築作品紹介 設計：鹿島建設関西支店建築設計部
施工：鹿島建設関西支店

コンバージョンの射程
未使用状態にあった築40年のホテルの企業研修所へのコンバージョン。六甲の自
然の中で、自由な発想や人のつながりを生むことが目的である。気持を切り替えるエ
ントランス、自然のなかで寛ぐカフェ・ラウンジ、開放的な雰囲気の研修・コラボレーショ
ンエリア、宿泊エリア、屋外散策庭園からなる。既存建物に対して、池を正面に望む
カフェ・ラウンジの増築、既存スラブ撤去による吹抜け空間、柱・壁撤去による大空
間、外壁撤去による開口部の拡大などの操作を加えることで、各エリアは外部の自
然や他エリアと流動的につながり、自由な研修プログラムが可能となる。この創造的
な場を生みだす「意外性」こそがコンバージョンの射程である。  （吉野・松島・田鍋）

所 在 地：兵庫県芦屋市
用　　途：宿泊機能付
　　　　　研修所
竣　　工：2015.03
構造規模：RC 造
敷地面積：33.399㎡
建築面積：2,914㎡
延床面積：5,051㎡
写　　真：松村芳治
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Gallery 建築作品紹介 シスメックス　グローバルコミュニケーションセンター
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
34
回

同時代的な「進歩」のなかに「記憶」の層を紡ぐ ：
ベンヤミンに学ぶこと

末包　伸吾
1963 年生。神戸大学卒業、ワシントン大学大学院および神戸大学大学院修了。鹿島建設建築設計本部を経て、神戸大学助手・助教授・准教授、
2009 年から関西大学環境都市工学部建築学科教授、2014 年から神戸大学大学院工学研究科建築学専攻教授。博士（工学）、一級建築士。専門
は建築意匠・設計。主な建築作品に「b-in-d」（SD レビュー 2000 入選、日本建築学会作品選集入選）、「M 邸」（日本建築家協会優秀建築選）など。

明けましておめでとうございます。本年もこのコーナーをよろしくお願い致します。
新年最初は「記憶」に関する建築論から始めたいと思います。正月早々難しそう、と敬遠なさらず是非お
読みください。神戸大学の末包伸吾先生に大変わかりやすくご解説いただきました。

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、こ
の
こ
と
は
、

過
去
の
経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
物
的
環
境
を
追
想

す
る
こ
と
を
通
じ
て
の
み
明
確
に
な
る
﹂の
で
す
。

「
記
憶
」
と
現
代
建
築

　

で
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
消
し
去
ろ
う
と
し

た
﹁
記
憶
﹂
へ
の
反
省
か
ら
、
私
た
ち
は
い
か

に
し
て
現
在
に
立
ち
向
か
う
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
へ
の
示
唆
は
、
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
の
論
文
﹁
批

判
的
地
域
主
義
に
向
け
て
﹂
に
明
確
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
彼
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
以
降
の
建
築
的

展
開
で
、﹁
記
憶
﹂
に
関
わ
る
主
題
を
次
の
様

に
整
理
し
ま
す
。
ま
ず
、
ロ
バ
ー
ト
・
ヴ
ェ
ン

チ
ュ
ー
リ
ら
に
代
表
さ
れ
る
建
築
の
歴
史
的
言

語
の
適
用
を
図
る
、い
わ
ゆ
る
歴
史
主
義
で
す
。

フ
ラ
ン
プ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー
リ

ら
の
試
行
に
は
、
建
築
が
有
し
て
い
た
意
味
性

を
回
復
し
よ
う
と
い
う
意
義
は
あ
る
も
の
の
、

当
時
の
ポ
ッ
プ
文
化
の
趨
勢
の
下
、
過
去
の
歴

史
的
言
語
を
変
換
さ
せ
た
結
果
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
に
陥
っ
た
と
し
ま
す
。

ロ
ッ
シ
の
「
類
推
的
都
市
」
と
「
記
憶
」

　

つ
い
で
、
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
が
俎
上
に
の
せ
る

の
が
、
ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ
や
ジ
ョ
ル
ジ
・
グ
ラ
ッ

シ
ら
に
代
表
さ
れ
る
合
理
主
義
で
す
。
一
九
七

三
年
の
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
﹁
合
理

主
義
建
築
﹂
展
を
主
導
し
た
ロ
ッ
シ
が
、
自
身

の
建
築
に
対
す
る
考
え
方
を
示
す
も
の
と
し
て

発
表
し
た
の
が
﹁
類
推
的
都
市
﹂
で
す
。
こ
の

コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
は
、
実
在
の
都
市
の
地
図
に
、

計
画
案
や
場
所
が
異
な
る
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
が

並
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
か
ら

ロ
ッ
シ
の
考
え
方
を
理
解
す
る
に
は
、
夢
で
の

空
間
体
験
を
考
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
迷

子
に
な
っ
た
夢
を
み
た
と
し
ま
す
。
夢
の
中
に

映
し
出
さ
れ
る
街
の
風
景
は
、
ど
こ
か
の
街
に

似
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
街
を
正
確
に
再
現
し

は
じ
め
に

　
﹃
複
製
芸
術
時
代
の
芸
術
作
品
﹄
や
﹃
パ
サ
ー

ジ
ュ
論
﹄
な
ど
を
著
し
た
二
〇
世
紀
の
思
想
家

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
。
彼
の
思
想
か
ら

建
築
的
思
惟
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
エ
リ
オ
ッ
ト
に
よ
る
﹃
建
築
家
の

た
め
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
﹄
で
す
。
筆
者
は
現
在
、

同
書
の
訳
出
を
ほ
ぼ
終
え
、
改
め
て
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
か
ら
の
数
々
の
示
唆
を
反
芻
し
て
い
る
最
中

で
す
。
本
稿
で
は
、﹃
建
築
家
の
た
め
の
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
﹄
か
ら
得
ら
れ
る
現
代
建
築
へ
の
視
座

を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
い

さ
さ
か
長
文
に
な
り
ま
す
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

有
名
な
﹁
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
﹂
の
引
用
か

ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　
﹁
新ア

ン
ゲ
ル
ス
・
ノ
ー
ブ
ス

し
い
天
使
﹂
と
題
さ
れ
た
ク
レ
ー
の
絵

が
あ
る
。
そ
れ
に
は
ひ
と
り
の
天
使
が
描
か
れ

て
い
て
、
そ
の
天
使
は
じ
っ
と
見
詰
め
て
い
る

何
か
か
ら
、
い
ま
ま
さ
に
遠
ざ
か
ろ
う
と
し
て

い
る
か
に
見
え
る
。
そ
の
目
は
大
き
く
見
開
か

れ
、
口
は
あ
き
、
そ
し
て
翼
は
拡
げ
ら
れ
て
い

る
。
歴
史
の
天
使
は
そ
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い

る
に
ち
が
い
な
い
。
彼
は
顔
を
過
去
の
方
に
向

け
て
い
る
。
私
た
ち

4

4

4

の
眼
に
は
出
来
事
の
連
鎖

が
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
に
、
彼
は
た
だ

ひ
と
つ
、
破カ

タ
ス
ト
ロ
ー
フ局
だ
け
を
見
る
の
だ
。
そ
の
破
局

は
ひ
っ
き
り
な
し
に
瓦
礫
の
上
に
瓦
礫
を
積
み

重
ね
て
、
そ
れ
を
彼
の
足
元
に
投
げ
つ
け
て
い

る
。
き
っ
と
彼
は
、
な
ろ
う
こ
と
な
ら
そ
こ
に

と
ど
ま
り
、
死
者
た
ち
を
目
覚
め
さ
せ
、
破
壊

さ
れ
た
も
の
を
寄
せ
集
め
て
繋
ぎ
合
わ
せ
た
い

の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
楽
園
か
ら
嵐
が
吹
き
つ

け
て
い
て
、
そ
れ
が
彼
の
翼
に
は
ら
ま
れ
、
あ

ま
り
の
激
し
さ
に
天
使
は
も
は
や
翼
を
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
嵐
が
彼
を
、
背
を
向

け
て
い
る
未
来
の
方
へ
と
引
き
留
め
が
た
く
押

し
流
し
て
ゆ
き
、そ
の
間
に
も
彼
の
眼
前
で
は
、

瓦
礫
の
山
が
積
み
上
が
っ
て
天
に
届
か
ん
ば
か

り
で
あ
る
。
私
た
ち
が
進
歩
と
呼
ん
で
い
る
も

の
、
そ
れ
が
こ
の
嵐
な
の
だ
。︵
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
著
、
浅
井
健
二
郎
編
訳
、
久
保
哲

司
訳
、﹃
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１　

近
代

の
意
味
﹄、ち
く
ま
学
芸
文
庫
、一
九
九
五
、p.653

︶

「
進
歩
」
と
「
記
憶
」

　

二
〇
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
工
業
化
社
会
の

進
展
を
背
景
と
し
て
、
例
え
ば
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
﹁
建
築
か
、
革
命
か
で
あ
る
。︵
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、
吉
阪
隆
正
訳
、﹃
建
築
を
め

ざ
し
て
﹄、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
七
、 p.208

︶﹂

と
し
た
よ
う
に
、
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
後

か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
運
動
は
、
そ
の
前

衛
性
を
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
時
代
と
し
て
の
近

代
に
全
面
的
に
仮
託
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
﹁
進
歩
と
い
う
嵐
﹂

に
仮
託
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
仮
託
は
一
九
六
〇
年
代
に
は
ポ
ス

ト
・
モ
ダ
ン
と
し
て
批
判
・
批
評
の
対
象
と
な

る
の
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
の
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
の
言
説
は
、
ケ
ネ
ス
・
フ
ラ
ン
プ
ト

ン
の
﹃
現
代
建
築
史
﹄︵
中
村
敏
男
訳
、青
土
社
、

二
〇
〇
三
︶
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
プ
ト
ン
の
建
築
観
を
示
す
も
の
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

の
言
葉
を
借
り
て
、
近
代
の
﹁
進
歩
﹂
と
い
う

抗
え
に
く
い
潮
流
の
中
で
、
過
去
の
﹁
記
憶
﹂

へ
の
追
想
・
追
憶
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
の
で

す
。
こ
れ
は
単
に
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
し
て
の

追
想
・
追
憶
で
は
な
い
点
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
つ
ま
り
、﹁
進
歩
﹂
が
有
す
る
建
築

の
同
時
代
的
な
可
能
性
と
、﹁
記
憶
﹂
が
有
す

る
人
類
の
過
去
が
蓄
積
さ
れ
た
物
的
環
境
の
双

方
へ
の
思
惟
を
交
通
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
言
説
を

借
り
れ
ば
﹁
現
在
と
は
、
す
で
に
過
去
に
潜
在
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素
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
ま

す
。
そ
の
上
で
、
そ
の
戦
略
と
し
て
、
場
所
、

地
勢
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
気
候
、
光
、
そ
し
て

構
造
的
形
態
と
い
う
六
つ
の
点
を
示
唆
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
点
と
そ
の
意
義
は
、
す
で
に
広
く

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
そ
れ
が
今
で
も
達
成
さ
れ
た
と
は
必
ず
し
も

言
い
切
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
重
要

な
こ
と
と
し
て
、
現
代
で
は
﹁
悪
者
﹂
に
さ
れ

て
き
た
近
代
あ
る
い
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
私
達
に
と
っ
て
は
、近
代
も
今
や﹁
記

憶
﹂
を
形
象
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
代
を
一
方

的
に
消
し
去
る
こ
と
も
ま
た
、現
代
と
い
う﹁
進

歩
﹂の
み
に
仮
託
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
示
す
、
弁
証
法
的
な
﹁
記
憶
﹂

と
﹁
進
歩
﹂
と
い
う
視
点
の
往
復
を
果
た
せ
な

い
も
の
と
考
え
ま
す
。

お
わ
り
に

　

同
時
代
的
な
﹁
進
歩
﹂
の
中
に
、﹁
記
憶
﹂

の
層
を
紡
い
で
い
く
と
い
う
思
考
の
往
復
運
動

の
必
要
性
。
こ
れ
は
私
達
の
文
化
や
文
明
の
連

続
性
を
重
視
し
よ
う
と
い
う
こ
と
と
重
な
り
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
ク
レ
ー
の
絵

画
に
見
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
こ
そ
、
今
、
私
達
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
か
ら
学

ぶ
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

い
た
柱
を
想
起
さ
せ
る
円
柱
、
住
ま
う
こ
と
を

禁
欲
的
に
示
す
正
方
形
の
開
口
な
ど
、
デ
・
キ

リ
コ
の
形
而
上
学
的
絵
画
に
自
身
の
夢
を
重
ね

る
よ
う
な
、
連
想
性
に
溢
れ
る
空
間
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

建
築
に
﹁
記
憶
﹂
に
よ
る
風
景
や
場
所
と

い
っ
た
問
題
を
重
ね
合
わ
せ
た
ロ
ッ
シ
の
考
え

方
は
、
現
代
に
も
通
ず
る
重
要
な
論
点
を
提
示

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ロ
ッ
シ
の
作
品
、
例
え

ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
ホ
テ
ル
・
イ
ル
・
パ
ラ
ッ

ツ
オ
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
と
お
り
、
ロ
ッ
シ
の

記
憶
は
、
イ
タ
リ
ア
で
は
共
同
の
も
の
と
し
て

人
々
に
働
き
か
け
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
し
た
﹁
記
憶
﹂
を
共
有
す
る
こ
と
が
困
難
な

わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
違
和
感
を
伴
っ
た
も
の

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
点
に
ロ
ッ
シ
の

方
法
論
の
課
題
を
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
プ
ト
ン

が
指
摘
す
る
中
世
主
義
的
な
思
考
の
限
界
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

「
記
憶
」
の
可
能
性
の
開
示
に
向
け
て

　

し
か
し
、
ロ
ッ
シ
が
提
示
し
た
﹁
記
憶
﹂
と

建
築
の
重
ね
合
わ
せ
が
、
現
代
に
お
い
て
、
そ

の
意
義
が
潰
え
た
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
ま
す
。
逆
に
ロ
ッ
シ

の
方
法
論
の
限
界
を
再
考
し
、
そ
れ
を
突
破
す

る
こ
と
に
現
代
建
築
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
思
想
を
残
し
た

の
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
で
は
な
い
か
、そ
う
考
え
ま
す
。

　
﹁
記
憶
＝
歴
史
﹂を
重
視
す
る
と
と
も
に
、﹁
進

歩
﹂と
い
う
現
代
の
可
能
性
を
重
ね
あ
わ
せ
る
。

そ
れ
こ
そ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
主
張
す
る
も
の
な

の
で
す
。
こ
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
考
を
フ
ラ
ン

プ
ト
ン
は
建
築
的
に
読
み
解
き
ま
す
。
そ
れ
が

彼
の
い
う
﹁
批
判
的
地
域
主
義
﹂
で
す
。
彼
は
、

普
遍
的
文
明
と
い
う
進
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
、

個
別
的
な
場
所
の
特
色
と
い
う
﹁
記
憶
﹂
が
堆

積
さ
れ
た
も
の
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
く
る
諸
要

た
も
の
で
は
な
く
、
時
に
、
街
角
を
曲
が
る
と
、

全
く
違
う
街
に
な
っ
て
い
た
り
、
ま
た
、
そ
の

街
を
形
作
る
建
物
も
、
あ
る
部
分
は
細
部
ま
で

再
現
し
て
い
る
の
に
対
し
、
あ
る
部
分
は
大
ま

か
な
部
分
し
か
再
現
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。
夢
で
の
空
間
体
験
と
は
、皆
さ
ん
の﹁
記

憶
﹂
の
中
に
あ
る
時
間
や
空
間
が
、
時
間
的
・

空
間
的
な
連
続
性
を
持
た
ず
に
並
置
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ロ
ッ
シ
が
﹁
類
推
的
﹂
と
い
う
の
は
、
ま
さ

に
そ
う
し
た
﹁
記
憶
﹂
に
基
づ
き
再
構
築
さ
れ

る
も
の
と
言
え
ま
す
。
ロ
ッ
シ
は
、
自
ら
の
記

憶
に
あ
る
街
や
建
物
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
経
験

を
も
と
に
設
計
を
展
開
し
ま
す
。
記
憶
に
基
づ

く
も
の
で
す
か
ら
、
建
物
の
形
態
や
デ
ィ
テ
ー

ル
、
素
材
感
は
簡
素
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
記

憶
に
残
る
強
さ
を
有
す
る
形
態
や
デ
ィ
テ
ー
ル

は
原
型
よ
り
強
調
さ
れ
、
繰
り
返
さ
れ
る
形
態

が
有
す
る
強
さ
へ
の
親
近
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
記
憶
に
も
と
づ
く
設
計
は
、
同

じ
街
や
建
物
を
体
験
し
た
記
憶
を
、
設
計
者
以

外
の
人
々
と
共
有
す
る
こ
と
へ
の
可
能
性
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
シ
に
よ
る
﹁
類
推
的
都

市
﹂
は
、
建
築
の
様
式
や
言
語
を
抽
象
化
し
、

幾
何
学
的
な
強
さ
を
打
ち
出
し
た
点
で
、
合
理

主
義
の
一
つ
の
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ

に
、
都
市
や
風
景
の
独
自
性
を
織
り
込
む
点
に

特
色
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ロ
ッ
シ
の
建
築
と
そ
の
課
題

　

ロ
ッ
シ
に
よ
る
ガ
ラ
ラ
テ
ー
ゼ
の
集
合
住
宅

︵
一
九
七
三
︶
は
、
一
八
〇
ｍ
強
の
建
物
全
体

が
、
細
か
な
ピ
ッ
チ
で
配
さ
れ
た
壁
柱
と
円
柱

か
ら
な
る
ピ
ロ
テ
ィ
と
、
正
方
形
の
穴
が
穿
た

れ
た
だ
け
の
壁
面
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
壁
柱
を
通
し
て
、
ピ
ロ
テ
ィ

に
強
く
差
し
込
む
光
と
影
が
彩
り
な
が
ら
も
無

機
的
な
表
情
を
み
せ
る
柱
廊
、
オ
ー
ダ
ー
の
つ

M 邸

ガララテーゼの集合住宅（1973）

図版解説「M邸」

夙川に建つRC造地上2階地下1階の独立
住宅である。45度の急勾配の丘の一角に
敷地はある。構成としては、傾斜のついた3
枚の壁を丘に突き立てる。3枚の壁の頂部
を屋根がシームレスに結ぶ。この限定的な
構成手法により、丘陵地の住まいならではの
多様な場を創出することを企図した。それは
阪神間の山麓部ならではの「記憶」、すなわ
ち、シークエンシャルに展開する空・山・海、そ
して、分け入る、登る、降りる、見上げる、見
下ろす、仰ぎ見るといった様々な空間体験へ
と導くことである。3枚の壁は、空間の融合と
分離、空間の分節と拡張とをつなぎとめる空
間構成の主軸となり、さらに完結性を回避す
る概念装置としても想定されている。

設計：末包伸吾＋シンプレックス
写真：松村芳治
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

東
村　

哲
志

魅
力
あ
る
ま
ち
の
継
続
と
創
造
～
景
観
協
議
の
現
場
か
ら
～

１　

は
じ
め
に

　

箕
面
市
で
は
、平
成
二
六
年
度
の
一
年
間
に
、

都
市
景
観
条
例
に
基
づ
く
届
出
を
約
三
一
〇

件
受
理
し
ま
し
た
。
う
ち
戸
建
て
住
宅
が
約

二
〇
〇
件
を
占
め
、
こ
れ
は
住
宅
中
心
の
ま
ち

で
あ
る
本
市
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
今
回
、
日
常

の
景
観
を
大
切
に
守
り
育
て
る
、
ま
た
魅
力
あ

る
ま
ち
な
み
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
景

観
形
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
一
面
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
般
的
に
平
成
二
年
︵
一
九
九
〇
年
︶
頃
か

ら
各
地
の
自
治
体
で
景
観
条
例
の
策
定
が
加

速
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
景
観
へ

の
取
り
組
み
も
早
い
時
期
に
始
ま
り
、
平
成
三

年
に
﹁
箕
面
市
都
市
景
観
基
本
計
画
﹂
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
九
年
に
﹁
箕
面
市

都
市
景
観
条
例
﹂
を
制
定
し
、
大
規
模
な
開
発

や
建
設
行
為
に
対
す
る
、
事
前
の
届
出
に
よ
る

指
導
調
整
の
制
度
を
整
え
、
続
い
て
北
摂
山
系

の
山
な
み
景
観
を
保
全
す
る
﹁
山
な
み
景
観
保

全
地
区
﹂
を
指
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

一
七
年
の
景
観
法
の
施
行
を
う
け
て
翌
年
に
景

観
行
政
団
体
と
な
り
、
平
成
二
〇
年
に
は
、
先

の
﹁
箕
面
市
都
市
景
観
基
本
計
画
﹂
を
改
訂
す

る
と
と
も
に
、﹁
箕
面
市
景
観
計
画
﹂
を
策
定

し
、﹁
都
市
景
観
条
例
﹂を
全
面
改
正
し
ま
し
た
。

ま
た
景
観
法
に
含
ま
れ
な
い
広
告
物
の
表
示
に

つ
い
て
も
同
条
例
に
よ
り
一
定
の
ル
ー
ル
を
定

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
言
や
数
値
に
よ

る
基
準
、
事
前
の
協
議
や
届
出
の
取
り
決
め
を

設
け
、
景
観
的
な
配
慮
や
良
好
な
景
観
形
成
に

ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
な

み
景
観
の
保
全
・
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　

箕
面
の
景
観
特
性

　

箕
面
市
の
景
観
に
つ
い
て
は
二
つ
の
大
き
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
ゆ
と
り
あ
る

住
空
間
と
、
山
な
み
に
抱
か
れ
た
ひ
ろ
が
り
の

あ
る
ま
ち
の
風
景
で
す
。
本
市
で
は
建
築
物
等

の
高
さ
の
規
制
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
る
最

低
敷
地
面
積
等
の
基
準
を
設
け
て
お
り
、
高
い

建
物
が
窮
屈
に
建
て
詰
ま
る
こ
と
を
避
け
て
い

ま
す
。
こ
の
結
果
、
低
層
で
敷
地
に
余
裕
を
も

た
せ
た
建
物
が
多
く
、
圧
迫
感
が
抑
え
ら
れ
る

と
同
時
に
、
風
景
の
ひ
ろ
が
り
が
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
市
の
市
街
地
は
、
北
摂
山
系
の
山
な

み
と
千
里
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
平
野
部
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
大
阪
市
方
面
か
ら
新
御
堂
筋
︵
国

道
四
二
三
号
︶
を
北
進
す
る
と
、
江
坂
駅
あ
た

り
で
山
の
稜
線
が
遠
く
に
見
え
て
き
ま
す
。
そ

し
て
千
里
中
央
あ
た
り
ま
で
来
る
と
山
な
み
が

は
っ
き
り
と
見
え
、
そ
の
手
前
に
市
街
地
が
開

け
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
山
を
背
景
に
広
が

る
箕
面
の
市
街
地
に
と
っ
て
、
山
な
み
は
最
重

要
の
景
観
要
素
、
言
わ
ば
景
観
財
産
で
あ
り
、

当
初
の
景
観
基
本
計
画
か
ら
そ
の
考
え
方
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
景
観
特
性
は
、
ま
ち
な
か
の
豊
か

な
み
ど
り
で
す
。
昨
今
、
み
ど
り
は
住
環
境
に

潤
い
を
与
え
る
要
素
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
各

自
治
体
で
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
開
発
や
建
設
行
為
の
際

に
は
、
敷
地
内
の
樹
木
の
本
数
や
緑
地
面
積
の

基
準
等
を
細
か
く
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
、
景
観
計
画
に
よ
る
基
準
で
は
、
植
栽
の

位
置
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

単
な
る
敷
地
内
の
緑
地
の
量
で
は
な
く
、
ど
こ

に
ど
の
程
度
を
植
栽
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に

ま
ち
の
景
色
に
映
る
か
が
大
切
で
す
。
周
囲
の

ま
ち
な
み
や
背
景
と
な
る
山
な
み
と
調
和
す
る

よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
植
栽
は
、
み
ど
り
の
潤
い

効
果
を
発
揮
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
な
み
景
観
の

形
成
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
光
景

は
、
ま
ち
の
み
ど
り
に
対
す
る
市
民
の
関
心
の

高
さ
と
理
解
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

箕
面
の
誇
れ
る
景
観
で
す
。

　

ま
た
、
み
ど
り
豊
か
な
住
宅
地
景
観
の
な
か

に
は
、歴
史
的
価
値
の
高
い
事
例
も
あ
り
ま
す
。

箕
面
市
は
、
明
治
四
三
年
︵
一
九
一
〇
年
︶
の

箕
面
有
馬
電
気
軌
道
︵
現
在
の
阪
急
電
鉄
箕
面

線
︶
の
開
通
と
沿
線
の
住
宅
地
開
発
に
よ
り
、

比
較
的
早
い
時
期
か
ら
住
宅
地
と
し
て
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
大
正
一
一
年
︵
一
九
二
二
年
︶

に
は
﹁
桜
ヶ
丘
住
宅
改
造
博
覧
会
﹂
が
日
本
建

築
協
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
出
品
さ
れ
た
先
駆

的
な
郊
外
タ
イ
プ
の
住
宅
は
、
そ
の
後
の
本
市

の
住
宅
地
開
発
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
住
宅
は
概
ね
現
代
と
比
較
し
て
敷
地
が

広
い
も
の
が
多
く
、
庭
木
や
道
路
沿
い
の
外
構

植
栽
が
潤
沢
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
ま

ち
な
み
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

先
人
が
追
及
し
た
心
地
よ
い
住
環
境
と
、
そ
れ

が
つ
く
り
出
し
た
魅
力
あ
る
景
観
が
今
も
残
る

博
覧
会
跡
地
の
地
区
は
、
現
在
、
本
市
が
都
市

景
観
形
成
地
区
に
指
定
し
、
歴
史
文
化
が
感
じ

ら
れ
る
景
観
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
周
辺
に
展
開
さ
れ
て
い
る
当
時
の

鉄
道
沿
線
型
の
住
宅
地
に
つ
い
て
も
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
敷
地
に
施
さ
れ
た
生
垣
や
庭
木
の
連

な
る
良
好
な
景
観
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
景
観

配
慮
地
区
に
指
定
し
、
建
設
行
為
等
の
際
に
は

十
分
な
景
観
的
配
慮
を
求
め
て
い
ま
す
。

３　

景
観
計
画
区
域
に
お
け
る
届
出

　

箕
面
市
は
全
域
が
景
観
計
画
区
域
で
あ
り
、

そ
の
中
に
﹁
山
な
み
景
観
保
全
地
区
﹂﹁
山
す

そ
景
観
保
全
地
区
﹂﹁
止
々
呂
美
田
園
景
観
保

全
地
区
﹂﹁
都
市
景
観
形
成
地
区
︵
八
ヶ
所
︶﹂

﹁
景
観
配
慮
地
区
︵
四
ヶ
所
︶﹂
の
重
点
地
区
が

あ
り
ま
す
。

　

景
観
計
画
区
域
で
は
一
定
の
規
模
以
上
の
建

設
行
為
等
が
届
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
重

点
地
区
で
は
一
部
を
除
き
ほ
ぼ
全
て
の
行
為
等

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
こ
う
し
た
届

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
十
七
回　

箕
面
市
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う
で
し
ょ
う
か
。

　

良
好
で
魅
力
あ
る
ま
ち
な
み
景
観
の
保
全
、

形
成
に
つ
い
て
は
、
造
成
や
建
築
計
画
の
際
、

敷
地
内
だ
け
で
は
な
く
広
く
周
辺
も
含
め
て
考

慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
事
前
協

議
や
届
出
の
際
、
行
政
の
役
割
は
、
条
例
や
景

観
計
画
に
基
づ
き
、
建
築
物
等
が
基
準
に
適
合

す
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
背

景
に
あ
る
地
域
の
景
観
の
良
さ
や
特
性
を
共
有

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
建
設
行
為
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
本
市

の
条
例
や
景
観
計
画
の
方
針
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
優
良
な
計
画
を
創
案
く
だ
さ
る
設
計
者
、

建
築
士
の
皆
様
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
念
頭
に
、
単
な
る
基
準
照
合
だ
け
で

は
な
く
、
お
住
い
の
方
々
の
声
を
聞
き
、
地
域

の
景
観
特
性
や
課
題
の
理
解
に
努
め
る
こ
と
、

そ
し
て
住
も
う
と
考
え
て
い
る
方
々
に
、
そ
の

地
区
の
景
観
の
価
値
を
し
っ
か
り
と
お
伝
え
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
、
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

出
を
受
け
る
前
に
事
前
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
協
議
の
到
達
点
は
、
地
区
ご
と
の
景
観
特

性
や
配
慮
事
項
に
よ
っ
て
個
々
に
異
な
り
ま
す

が
、
踏
襲
型
と
創
造
型
に
大
き
く
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
前
者
は
、
継
承
さ
れ
醸
成
さ
れ

て
き
た
景
観
を
守
り
育
て
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
敷
地
の
周
辺
に
は
、
ま
ち
な
み
景
観
を
構

成
す
る
建
築
物
や
外
構
、
植
栽
と
い
っ
た
要
素

の
ま
と
ま
り
が
す
で
に
あ
り
、
方
針
、
基
準
等

に
沿
っ
て
周
辺
調
和
や
景
観
イ
メ
ー
ジ
の
継
承

を
観
点
に
協
議
し
ま
す
。
後
者
は
、
新
規
開
発

の
住
宅
地
の
よ
う
な
新
た
な
ま
ち
が
中
心
で

す
。
計
画
地
周
辺
に
は
建
築
物
が
少
な
く
、
ま

ち
な
み
景
観
自
体
が
未
だ
存
在
し
な
い
段
階
で

す
が
、
魅
力
あ
る
景
観
の
創
造
を
目
指
し
、
協

議
を
行
い
ま
す
。

４　

良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の

 

行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項

　

冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
箕
面
市
で
は
昨

年
度
に
約
二
〇
〇
件
の
戸
建
て
住
宅
に
つ
い
て

届
出
を
受
け
ま
し
た
。
な
か
に
は
約
三
カ
月
に

も
わ
た
り
事
前
の
協
議
を
行
っ
た
案
件
も
あ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
建
築
主
と
設
計
者
の

思
い
や
考
え
と
、
景
観
計
画
に
よ
る
﹁
良
好
な

景
観
の
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制
限
に
関
す
る

事
項
﹂
す
な
わ
ち
景
観
基
準
が
対
峙
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
特
に
、
大
規
模
な
開
発
型
住
宅

地
で
は
、
協
議
が
円
滑
に
進
ま
な
い
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
総
数
三
〇
〇
戸
レ
ベ
ル
の
宅
地

開
発
の
現
場
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
敷

地
周
辺
に
は
真
新
し
い
道
路
と
造
成
宅
地
が
広

が
り
、
建
物
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
敷
地

表
面
は
土
で
覆
わ
れ
、
普
通
の
ま
ち
に
あ
る
よ

う
な
家
々
の
並
び
、
庭
木
、
ま
た
駐
車
場
や
畑
、

緑
地
も
な
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
該

当
す
る
敷
地
に
対
し
て
建
築
や
外
構
の
プ
ラ
ン

が
組
ま
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
協
議
を
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
相
対
す
る

の
が
景
観
計
画
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
﹁
良
好
な

景
観
の
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制
限
に
関
す
る

事
項
﹂、
つ
ま
り
文
字
や
記
号
で
表
し
た
基
準

な
の
で
す
。

５　

景
観
の
言
説
の
難
し
さ

　

新
規
の
住
宅
の
景
観
協
議
で
は
、
個
人
の
感

性
や
尺
度
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
基
準
に
﹁
道
路
に
面
し
た
部
分

は
緑
化
に
努
め
、
連
続
性
の
あ
る
緑
地
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
﹂
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し

﹁
広
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
﹂﹁
す
っ
き
り
し

た
庭
が
好
き
﹂な
ど
、建
築
主
や
設
計
者
の
方
々

に
様
々
な
考
え
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
﹁
連
続
性

と
は
ど
の
程
度
な
の
か
﹂
な
ど
、
感
覚
の
差
異

が
生
じ
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既

存
の
景
観
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を

表
す
文
言
も
共
有
し
や
す
い
の
で
す
が
、
新
規

に
創
出
さ
れ
る
景
観
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
文
言
を

共
有
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
景

観
計
画
を
運
用
す
る
行
政
と
し
て
は
、
そ
の
地

区
の
景
観
形
成
の
基
本
方
針
や
考
え
方
に
ご
理

箕面市

東
村
　
哲
志

　
箕
面
市
み
ど
り
ま
ち
づ
く
り
部
ま
ち
づ
く
り
政
策
室

一
九
七
五
年
　
京
都
府
生
ま
れ
　
大
阪
芸
術
大
学
卒

二
〇
一
〇
年
　
箕
面
市
入
庁

二
〇
一
四
年
　
四
月
よ
り
現
職

山を背景に広がる箕面の市街地

生け垣が続くみどり豊かな住宅地 解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
限
り
で
す
。
と

は
い
え
幸
い
大
部
分
の
案
件
で
、
方
針
や
基
準

へ
の
ご
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
新
た
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
が
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
り
、
良
好
な
景
観
形
成
を
け
ん
引

し
、
結
果
的
に
は
、
み
ど
り
豊
か
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。
家
の
新
築
を

考
え
て
い
る
方
が
そ
の
ま
ち
を
気
に
入
り
、
や

が
て
景
観
的
な
側
面
を
尊
重
し
て
周
辺
と
の
調

和
を
意
識
し
た
家
を
建
て
る
と
い
う
、
ま
ち
の

景
観
へ
の
思
い
や
実
行
の
連
鎖
が
生
ま
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

６　

お
わ
り
に

　

景
観
法
の
基
本
理
念
に
は
﹁
共
通
の
資
産
﹂

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
景

観
、
風
景
は
人
々
の
共
通
の
財
産
で
あ
り
、
公

共
性
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
つ

も
気
持
ち
よ
く
散
歩
し
て
い
た
緑
の
生
垣
や
庭

木
の
続
く
道
が
、
い
つ
の
間
に
か
無
機
質
な
塀

や
間
口
に
車
が
整
然
と
並
ぶ
道
に
な
っ
た
ら
ど景観計画による重点地区の分布
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株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

藤井寺市小山９－１１－１７
尾 鍋 建 築 設 計 事 務 所

尾 鍋 裕 実

本年も宜しくお願い申し上げます

大阪市中央区本町３－４－８
株式会社 東京建物アメニティサポート

森 田 茂 夫

サンヨーホームズ株式会社
大阪市西区西本町１－４－１

小 嶋 和 平

人と地 球がよろこぶ住まい

山 本 尚 ・ 設 計 工 房
大阪市天王寺区東高津町１２－１３－１４０５

山 本 尚 子

実り多き一年であります様願います。

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

株 式 会 社 徳 岡 設 計

徳 岡 浩 二

TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区博労町１－７－１６

（ＣＳＴビル）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

あけましておめでとうございます

上 田 茂 久

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員謹賀新年 2016
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株 式 会 社 　 空 間 デ ザイン
吹 田 市 垂 水 町３－２９－２

阿 部 弘 明
桑 原 宏 明

環境に配慮した企業活動で社会に貢献します

株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

佐 野 吉 彦亀 井　忠 夫
 

岩 永 裕 人
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町１－５

（三共梅田ビル）
ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

あけましておめでとうございます

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

希望は星に、足は大地に

瀬 尾 忠 治
株式会社 石本建築事務所大阪支所
大阪市中央区南本町２－６－１２

（サンマリオンNBFタワー）

小 林 　 務

株式会社 綜 合 積 算
大阪市北区東天満１－１１－１９

宮 川　明 夫
株式会社 小 西 設 計
大阪市西区立売堀１－１２－１６

小 西 敏 子

謹んで新春の祝詞を申し上げます

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

建築設計事務所 謹賀新年 2016

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

建 設 会 社

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔａｉｓｅｉ．ｃｏ．ｊｐ/
常務執行役員関西支店長 金 井 隆 夫

関西支店 ： 大阪市中央区城見2丁目2番22号  電話06（6946）3311
本　　社 ： 東京都港区元赤坂1丁目3番1号　 電話03（5544）1111

常務執行役員
支 店 長 松　崎　公　一

取 締 役 社 長
専務執行役員
大 阪 本 店 長

白 石 　 達
鶴 田 信 夫

本　　社：東 京 都 港 区 港 南 2 - 1 5 - 2 電話 03（5769）1111
大阪本店：大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 6 - 3 2 電話 06（6456）7000
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ISO9001 
ISO14001 
認証取得 

E-mail : info@miyakoyogyo.com
HP    :http://www.miyakoyogyo.com

会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

TEL（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 7　FAX（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 9

〒530-0047

〒550-0001  大阪市西区土佐堀２－２－４
　　　　　　　　  土佐堀ダイビル３F

ＴＥＬ.０６－６４４７－０４４１

代表取締役社長　加　納　　裕

大阪市場開発部

間仕切の総合メーカー

〒１１１-００５２ 東京都台東区柳橋２-２１-１３ 東洋ビル４Ｆ
 ＴＥＬ.（０３）５８３５－２５６９
 FAX.（０３）５８３５－２５７０
 ホームページ：http://www.rwa.gr.jp

理 事 長　 武　井　俊　之

石川工場

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社 
基 礎 事 業 部 
大 阪 支 店 
 
名 古 屋 支 店 
 
四 国 支 店 

〒１０８-００２３

〒５４２-００８１

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大阪市中央区南船場４-１１-２８（Daiwa南船場ビル）
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

本社・工場 京都府京田辺市大住池嶋25
〒610-0343 TEL 0774-63-7247㈹

FAX 0774-63-7248

東日本営業所 神奈川県川崎市中原区中丸子431
〒211-0012 TEL 044-431-0408㈹

FAX 04 4-43 4-2621
http://www.purepai.co.jp

水の未来・地球の未来
　　グリース阻集器の・・・

建材・設備会社 他

謹賀新年 2016
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会　長 太　田　　隆

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ0 6（6271）0175  ＦＡＸ0 6（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

一般

住まいに、人に、安心を。
住宅情報相談センター

大阪市中央区南船場四丁目４番３号
心 斎 橋 東 急 ビ ル 4 階

電話番号  06-6253-0071
http://www.osaka-jutaku.or.jp

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

お客様の満足と価値創造の深化を目指して

学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

十
二
月
十
四
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
一
名
、
監
事
一
名

︵
１
︶
会
計
報
告
に
つ
い
て

十
一月
計
の
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
九
、九
〇
一、二
〇

六
円
、支
出
一四
、三
五
六
、一九
四
円
、差
引
△
四
、四
五

四
、九
八
八
円
で
あ
り
、本
年
度
累
計
の
収
支
差
引
は

一九
、九
三
三
、八
六
五
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

現
在
の
本
年
度
末
の
収
支
決
算
見
込
み
は
、収
入
一五

八
、七
四
五
、五
七
二
円
、支
出
一五
三
、〇
五
五
、六
七

九
円
、差
引
五
、六
八
九
、八
九
三
円
の
黒
字
で
あ
る
。

黒
字
の
要
因
は
、病
院
機
構
と
の
委
託
契
約
延
長
、

省
エ
ネ
講
習
と
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
講
座
の
新
設
、

耐
震
評
価
業
務
の
申
込
み
増
加
な
ど
、
い
ず
れ
も

予
算
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
段
階
で
予
算
を
下
回
る
事
業
も

多
く
、
下
期
の
活
動
の
活
性
化
を
促
さ
れ
た
。

︵
２
︶
枚
方
市
と
の
協
定
書
締
結
に
つ
い
て

枚
方
市
と
本
会
に
お
い
て
﹁
大
地
震
時
に
お
け
る

避
難
所
の
応
急
危
険
度
判
定
に
関
わ
る
協
定
﹂
を

締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
震
災
害
で
震
度
六

弱
以
上
を
観
測
し
た
と
き
に
本
会
判
定
士
が
枚
方

市
内
の
避
難
所
の
判
定
を
迅
速
に
行
う
こ
と
を
記

し
た
協
定
書
を
承
認
し
た
。

︵
３
︶
香
港
と
材
料
協
会
と
本
会
の
三
者
覚
書

﹁
香
港
工
業
總
会
と
日
本
建
築
材
料
協
会
と
本
会

の
三
者
間
で
相
互
協
力
に
関
す
る
覚
書
﹂
の
内
容

に
つ
い
て
、
訪
問
視
察
や
情
報
交
換
等
を
主
と
し

た
本
会
の
か
か
わ
り
方
を
明
確
に
示
す
文
章
に
修

正
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
４
︶
長
野
県
建
築
士
会
か
ら
の
招
待
に
つ
い
て

二
八
年
一
月
二
二
日
の
﹁
真
田
丸
﹂
講
演
会
の
続

編
に
際
し
て
、
交
流
招
待
を
受
け
て
大
阪
か
ら
役

員
三
名
が
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『和の機能美をそのままに』

栄和瓦産業株式会社
http://www.eiwakawara.com/

取材：中間伸和／建築情報委員会委員

　400 年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦
イズム」を通し、これからの時代に社会か
ら必要とされる瓦づくりに挑戦しようと考
えています。今年も淡路瓦イズムを実践し
ている会社を紹介しています。

　今回は淡路の窯元 81 社の中でも新しい
考え方を取り入れて製品の開発に努力を注
いでいる栄和瓦産業株式会社です。

　「和の機能美をそのままに、安らぎをつ
なぐ。今までにない表面質感の美しい味わ
いと高い強度を持った新しい屋根瓦です」
と「黒燻（くろいぶし）」の特徴を語る栄
和瓦産業株式会社の濱口社長。この商品の
研究開発から商品完成までは試行錯誤の繰
り返しだったそうです。

　一般にいぶし瓦は 1000 度で焼いてそ
の後「燻化」させて出来上がる。しかしこ
の「黒燻」は、高温の 1080度まで焼きし
め、その後冷まして 900 度で「燻化」、炭
素膜を作り、そのまま 600 度まで来た時
に一気に空気を入れて再び焼くことによっ
て二度焼き状態となり、土の中深く焼き込
まれることにより完成する。

　「はじめの焼く温度が重要で、1000 度
ではダメで、淡路瓦は低温で焼くのが特徴
ですが、淡路の土の限界を超え 1080度で
焼く、その後の空気を入れての二度焼きも
600 度でなければなりません。そうしな
いと、安定した状態で焼き上がりません。」
とのこと。まさに、陶芸家や刀職人などの
技の話を聞いているようであった。

　淡路の土は鉄分が多く、一般的ないぶし
瓦は鉄錆びが出ることもあるが、この「黒
燻」は鉄分が二度焼きされることで安定し
た四酸化三鉄（黒燻）の状態となり、その
結果、弱点であった寒さにも強い性質を手
に入れることができ、またキズが付きにく
い「黒つや消しの自然の瓦」に仕上がった。
完成までは、研究着手から約 4 年かかっ
たとのこと。

　「黒燻」の、新しいのに数十年を経たい
ぶし瓦のような安定した風合いは、日本家
屋の屋根葺き替えや、古建築の修復等に使
用されることも多いですが、「黒艶消し」
の特徴を活かしつつ、現代の洋風建築にも
使用される事が多くなってきました。

　「オリジナルの金型も数万円から作るこ
とができるので少量のロッドでも製作可
能」とのこと。巴のデザインを始め、細か
い所でオリジナリティを発揮することも可
能です。

　この、塗っている訳でなく自然に焼いて
の「均一な真っ黒の素材」には、設計者と
して心くすぐられるものを感じます。ぜひ
実物サンプルを請求してご覧ください。
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和形黒燻瓦

　
　

建
築
相
談

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
三
十
二
︶

築
二
十
四
年
中
古
住
宅
購
入
時
の
瑕
疵

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
回
は
相
談
委
員
の
杉
本
哲
雄
さ
ん
に
、ご
自
身
が

対
応
さ
れ
た
現
地
相
談
事
例
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

相
談
内
容

　

泉
南
市
の
築
二
十
四
年
の
木
造
二
階
建
て
、隣
接
市

の
中
小
不
動
産
会
社
の
建
売
住
宅
。中
古
住
宅
も
販

売
し
て
お
り
、戸
建
住
宅
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。昨
年
五
月

に
購
入
し
、六
月
に
入
居
。今
年
三
月
に
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。不
具
合
は
、以
下
三
点
で
し
た
。

一
．二
階
ホ
ー
ル
床
に
大
き
な
傾
斜

二
．
引
違
建
具
の
枠
に
隙
間
、塗
装
に
ム
ラ

三
．
子
供
部
屋
の
ク
ロ
ス
壁
ひ
び
割
れ

　

相
談
者
は
、原
因
究
明
と
補
修
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

二
階
の
ホ
ー
ル
床
の
傾
斜
が
大
き
い
の
で
不
安
と
の
こ
と
。

契
約
上
の
瑕
疵
担
保
期
間
は
二
年
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
地
相
談
で
の
対
応

　

販
売
業
者
の
代
表
取
締
役
の
Ｍ
氏
が
立
会
い
ま
し

た
。Ｍ
氏
に
図
面
の
提
出
を
求
め
、持
参
の
レ
ー
ザ
ー
水

準
器
で
、二
階
床
を
計
測
し
ま
し
た
。

一
．二
階
床
は
、傾
き
は
６
．３
／
１
０
０
０
あ
り
ま
し
た
。

　

国
交
省
通
達
技
術
基
準︵
平
成
十
二
建
設
省
告
示

１
６
５
３
号
︶で
は
、６
／
１
０
０
０
以
上
の
勾
配
の
傾

斜
は
、瑕
疵
が
存
す
る
可
能
性
が
高
い
と
見
な
さ
れ
る
、

と
説
明
し
ま
し
た
。相
談
者
と
販
売
業
者
と
で
話
し

合
っ
て
、補
修
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

　

残
り
の
全
て
の
部
屋
を
レ
ー
ザ
ー
水
準
器
で
測
り
ま

し
た
が
、国
交
省
の
基
準
を
こ
え
る
も
の
は
な
い
と
説
明

し
ま
し
た
。

二
．
建
具
枠
は
、乾
燥
に
よ
る
収
縮
だ
っ
た
。

　

瑕
疵
と
い
う
ほ
ど
で
な
く
、塗
装
も
ム
ラ
と
い
う
ほ
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
．
ク
ロ
ス
壁
の
ひ
び
割
れ
は
、問
題
な
い
レ
ベ
ル

　

乾
燥
収
縮
に
よ
る
ひ
び
割
れ
が
認
め
ら
れ
る
が
、構

造
材
に
お
い
て
発
生
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、建
物
の
安

全
上
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。外
壁
の
ひ
び
割

れ
も
目
視
に
よ
り
調
査
し
ま
し
た
が
、乾
燥
収
縮
に
よ
る

ひ
び
割
れ
だ
と
判
断
で
き
ま
し
た
の
で
、そ
の
よ
う
に
説

明
し
ま
し
た
。

　

確
認
申
請
図
面
や
完
了
検
査
も
図
面
通
り
施
工
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、平
面
図
、立
面
図
、断
面
図
な
ど
一
通

り
図
面
は
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
で
立
会
い
は
終
了
し
、相
談
者
も
業
者
さ
ん
も

納
得
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

本
件
相
談
の
ポ
イ
ン
ト

　

杉
本
さ
ん
は
相
談
者
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
紹
介
さ
れ
た
そ
う

で
す
。品
確
法
で
は
、瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
の
は
、十

年
で
す
。し
か
も
、こ
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
二
十
四
年

前
に
は
、品
確
法
が
存
在
し
ま
せ
ん
。不
法
行
為
の
時
効

は
二
十
年
で
す
。そ
し
て
こ
の
ケ
ー
ス
は
、二
十
年
を
こ
え

て
い
ま
す
。た
だ
し
、売
買
契
約
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、消

費
者
契
約
法
に
よ
る
取
消
権
の
行
使
が
可
能
で
す
。契

約
時
の
重
要
事
項
説
明
、契
約
書
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

調
べ
る
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、弁
護
士
に

任
せ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、一部
で
傾
き
は
６
／
１
０
０
０
以

上
あ
り
ま
し
た
。修
復
が
可
能
で
あ
る
か
、そ
の
費
用
を

ど
う
す
る
か
が
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

杉
本
さ
ん
は
、弁
護
士
な
ど
入
っ
て
も
ら
っ
た
中
で
、解

決
す
る
方
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

建
築
士
が
紛
争
の
仲
介
や
斡
旋
、交
渉
を
す
る
こ

と
は
、非
弁
行
為
に
な
り
ま
す
の
で
で
き
ま
せ
ん
。こ
の

ケ
ー
ス
で
は
純
粋
な
法
的
解
決
は
難
し
く
て
も
、Ａ
Ｄ
Ｒ

な
ど
の
手
続
き
で
弁
護
士
・
建
築
士
が
関
与
し
、双
方

歩
み
寄
る
こ
と
で
、納
得
で
き
る
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
編
集
後
記

黒
川
祐
樹

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
冬
は
暖
冬
と
言
わ
れ
、
昨
年
は
比
較
的
あ
た

た
か
い
日
が
続
い
て
い
た
の
も
一
転
、
寒
い
年
末

年
始︵
と
執
筆
時
に
は
予
報
が
出
て
い
ま
す
︶に
体

調
を
崩
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

今
年
は
四
日
が
月
曜
日
と
仕
事
始
め
も
早
く
、
ま

だ
休
み
足
り
な
い
と
お
思
い
の
方
も
多
い
の
で
は
！？

　

さ
て
、
大
阪
府
内
の
自
治
体
の
そ
の
時
々
の

ホ
ッ
ト
な
情
報
を
発
信
す
る
﹁
ひ
ろ
ば 

今
、
自
治

体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
﹂
も
、
二
〇
一
四
年
九
月

号
か
ら
連
載
を
は
じ
め
今
月
号
で
十
七
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
号
、
各
自

治
体
の
ア
ツ
イ
取
り
組
み
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
ご

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。施
策
の
概
要
だ
け
で
な
く
、

普
段
は
な
か
な
か
伺
え
な
い
意
気
込
み
や
苦
労
談

な
ど
も
含
め
た
、
ラ
イ
ブ
感
の
あ
る
記
事
を
ご
寄

稿
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
施
策
の
背
景
や
目
指

す
方
向
性
が
具
体
的
に
わ
か
り
、
条
文
を
読
む
だ

け
よ
り
も
、
施
策
へ
の
理
解
が
深
ま
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
各
自
治
体
を
訪
問
し
こ
の
コ
ー

ナ
ー
へ
の
寄
稿
を
依
頼
す
る
際
に
テ
ー
マ
に
つ
い

て
色
々
と
お
話
を
伺
い
ま
す
が
、
私
自
身
、
日
常

の
業
務
の
中
で
そ
の
際
に
お
話
い
た
だ
い
た
施
策

が
多
少
な
り
と
も
関
係
す
る
場
合
に
は
、
施
策
詳

細
の
理
解
や
業
務
へ
の
反
映
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　

今
後
も
ま
だ
ご
紹
介
で
き
て
い
な
い
自
治
体
の

み
な
ら
ず
、
す
で
に
ご
紹
介
し
た
自
治
体
で
も
新

た
な
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ど
ん
ど
ん
ご
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
各
自
治
体
の
皆
様
に
は
ア
ツ
イ
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
お
忙
し
い
中

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
各
自
治
体
の
ご
担
当
者
様
へ

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　



■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『和の機能美をそのままに』

栄和瓦産業株式会社
http://www.eiwakawara.com/
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ら必要とされる瓦づくりに挑戦しようと考
えています。今年も淡路瓦イズムを実践し
ている会社を紹介しています。

　今回は淡路の窯元 81 社の中でも新しい
考え方を取り入れて製品の開発に努力を注
いでいる栄和瓦産業株式会社です。

　「和の機能美をそのままに、安らぎをつ
なぐ。今までにない表面質感の美しい味わ
いと高い強度を持った新しい屋根瓦です」
と「黒燻（くろいぶし）」の特徴を語る栄
和瓦産業株式会社の濱口社長。この商品の
研究開発から商品完成までは試行錯誤の繰
り返しだったそうです。

　一般にいぶし瓦は 1000 度で焼いてそ
の後「燻化」させて出来上がる。しかしこ
の「黒燻」は、高温の 1080度まで焼きし
め、その後冷まして 900 度で「燻化」、炭
素膜を作り、そのまま 600 度まで来た時
に一気に空気を入れて再び焼くことによっ
て二度焼き状態となり、土の中深く焼き込
まれることにより完成する。

　「はじめの焼く温度が重要で、1000 度
ではダメで、淡路瓦は低温で焼くのが特徴
ですが、淡路の土の限界を超え 1080度で
焼く、その後の空気を入れての二度焼きも
600 度でなければなりません。そうしな
いと、安定した状態で焼き上がりません。」
とのこと。まさに、陶芸家や刀職人などの
技の話を聞いているようであった。

　淡路の土は鉄分が多く、一般的ないぶし
瓦は鉄錆びが出ることもあるが、この「黒
燻」は鉄分が二度焼きされることで安定し
た四酸化三鉄（黒燻）の状態となり、その
結果、弱点であった寒さにも強い性質を手
に入れることができ、またキズが付きにく
い「黒つや消しの自然の瓦」に仕上がった。
完成までは、研究着手から約 4 年かかっ
たとのこと。

　「黒燻」の、新しいのに数十年を経たい
ぶし瓦のような安定した風合いは、日本家
屋の屋根葺き替えや、古建築の修復等に使
用されることも多いですが、「黒艶消し」
の特徴を活かしつつ、現代の洋風建築にも
使用される事が多くなってきました。

　「オリジナルの金型も数万円から作るこ
とができるので少量のロッドでも製作可
能」とのこと。巴のデザインを始め、細か
い所でオリジナリティを発揮することも可
能です。

　この、塗っている訳でなく自然に焼いて
の「均一な真っ黒の素材」には、設計者と
して心くすぐられるものを感じます。ぜひ
実物サンプルを請求してご覧ください。

PR 2016.01  建築人

和形黒燻瓦
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さつき保育園　桑原年弘／桑原年弘建築設計事務所

　大阪駅から徒歩圏内の都市中心部に立地する保育園新園
舎。旧園舎の老朽化と法人格の改変にともない、旧園舎に
隣接して計画された。
　新園舎の敷地の広さは、旧園で受け入れていた 256 人の
園児たちのためには十分とはいえなかったが、建蔽率、容
積率を最大限に利用し、結果的には 6 階建てのビル型保育
園となった。それも都市型保育園の宿命といえるかもしれ
ないが、我々は単なるオフィスビルのような建物ではなく、
都市中心部であるからこそ、木々に囲まれた、豊かな自然
光や風の通り抜けのある、「森の保育園」たることを目指した。
　中庭を中心とした配置計画として自然光や風を導きいれ、
バルコニーには四季にそれぞれ花の咲く樹を植え、小さな
実ができてはそれを求める小鳥が近づき、あるいは花の香
りの芳しい樹、美しい花の咲く樹、そよ風に揺れる樹、と
階ごとにテーマを設定して、いつの季節にも四季の移り変
わりの変化を感じとることができるよう配慮した。
　ここで育っていく子供たちが多様で豊かな心を育んでい
くことを切に願うばかりである。
撮影：㈱エスエス大阪　第35回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
桑原　年弘
1995 福井大学卒業
1997 京都工芸繊維大学大学院修士課程修了
1998 高野山専修学院修了
1999-2002
 京都工芸繊維大学大学院博士課程
2002-2006 吉村篤一/建築環境研究所
2006 桑原年弘建築設計事務所設立
現 在 桑原年弘建築設計事務所代表
 高野山真言宗 大僧都

■建物データ
建 築 主：社会福祉法人 北区さつき会
設　　計：桑原年弘建築設計事務所
施　　工：鹿島道路㈱ 関西支店
所 在 地：大阪市北区本庄西
用　　途：保育所
竣　　工：2014年3月
構造規模：鉄骨造　地上6階建
敷地面積：511.16㎡
建築面積：306.65㎡
延床面積：1528.87㎡


